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東
御
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
お
よ
び
総
合

計
画
推
進
市
民
会
議
の
委
員
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
て
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
後
期
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

前
期
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
、
行
政
評

価
、
市
民
意
識
調
査
の
結
果
等
か
ら
取
り

組
み
に
対
す
る
検
証
を
行
い
、
今
後
の
財

政
見
通
し
、
人
口
推
移
等
も
考
慮
す
る
中

で
、
53
施
策
に
整
理
し
ま
し
た
。

　

各
施
策
の
「
目
指
す
姿
」
の
具
体
的
な

目
標
値
と
な
る
「
成
果
指
標
」
を
設
定
し

進
捗
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
目
指
す
姿
の
実
現
の
た
め
に
取

り
組
む
事
務
・
事
業
の
方
向
性
を
示
し
た

「
施
策
展
開
の
方
針
」
に
は
「
進
捗
管
理

指
標
」
を
設
定
し
、
進
捗
状
況
を
可
視
化

し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
世
界
共
通
の
目
標
で
す
。
経
済
・
社

第
２
次
東
御
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

【計画構成図】

【計画期間】

実施計画

実施計画

実施計画

第２次東御市総合計画　基本構想（10年間）

前期基本計画（５年間） 後期基本計画（５年間）

基本理念

基本目標

政　　策

施　　策

事務・事業（3カ年計画）

将来都市像

【基本構想】

【基本計画】

【実施計画】

平成
26年 27年 28年 29年 30年 31年 32年 33年 34年 35年

　

総
合
計
画
は
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ

て
地
方
自
治
体
の
目
指
す
べ
き
将
来
都
市

像
を
描
き
出
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
経
営
の
た
め
の

指
針
を
示
す
も
の
で
す
。

　

市
で
は
平
成
26
年
度
に
『
人
と
自
然
が

織
り
な
す
し
あ
わ
せ
交
流
都
市
と
う
み
』

を
目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像
と
し
、「
第

２
次
東
御
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
こ

会
・
環
境
の
三
側
面
の
課
題
に
統
合
的
に

取
り
組
み
、「
地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て

取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
S
D
G
s
の
達
成
を

意
識
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
の
主
な
特
長

⑴
施
策
体
系
の
見
直
し

⑵
指
標
の
考
え
方

⑶
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
達
成
を
意
識
し
た
取
り
組
み

の
計
画
に
基
づ
き
、
福
祉
、
子
育
て
、
教

育
、
環
境
、
都
市
基
盤
、
産
業
な
ど
様
々

な
分
野
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
基
本
構
想
（
10
カ
年
）、

基
本
計
画（
前
・
後
期
、そ
れ
ぞ
れ
５
カ
年
）

お
よ
び
実
施
計
画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
を
も
っ
て
前
期
基
本
計
画

が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
だ
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
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基本目標 1

基本目標 4

基本目標 2

基本目標 5

基本目標 3

基本目標 6

【
施
策
】

■
豊
か
な
自
然
の
継
承
と
共
生
の
実
現
■
身
近
な
水
環
境
の
保
全
と
活
用
■
里

山
・
森
林
の
保
全
と
活
用
■
地
の
利
を
活
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
の
推
進
■
ご
み
の
適
正
処
理
と
減
量
・
資
源
化
の
推
進

【
施
策
】

■
生
涯
を
通
じ
た
健
康
増
進
の
推
進
■
地
域
医
療
体
制
の
充
実
■
ひ
と
り
親
・

生
活
保
護
・
生
活
困
窮
世
帯
の
自
立
支
援
と
生
活
の
安
定
■
支
え
合
う
地
域
福

祉
づ
く
り
の
推
進
■
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
の
充
実
■
虐
待
防
止
の
推
進
■
高

齢
者
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
■
介
護
予
防
（
フ
レ
イ
ル
対
策
）
の
推

進
■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立

【
施
策
】

■
秩
序
あ
る
土
地
利
用
の
推
進
■
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
づ
く
り
の
推
進
■
安

全
・
快
適
な
道
路
環
境
の
整
備
■
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
■
水
道
水
の
安

定
供
給
■
下
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
の
充
実
■
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
体
制

の
充
実
■
地
域
消
防
体
制
の
充
実
■
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
■
地
域

防
犯
活
動
の
推
進
■
安
心
な
消
費
生
活
へ
の
支
援

【
施
策
】

■
東
御
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
特
産
品
の
振
興
■
農
地
流
動
化
の
促
進
及
び
耕
作

放
棄
地
の
再
生
■
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
支
援
と
安
定
的
な
農
業
経
営
の
確

立
■
商
工
業
の
支
援
と
育
成
■
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
■
新
規
起
業
者

へ
の
支
援
と
企
業
立
地
の
促
進
■
U
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
の
誘
導
に
よ
る
定

住
の
促
進
■
観
光
拠
点
の
整
備
と
情
報
発
信
の
強
化
■
地
域
資
源
を
活
用
し
た

体
験
型
、
滞
在
型
観
光
の
推
進

【
施
策
】

■
子
育
て
家
庭
へ
の
細
や
か
な
支
援
の
充
実
■
よ
り
豊
か
な
幼
児
教
育
・
保
育

の
実
践
■
安
全
・
安
心
な
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
教
育
環
境
の
整
備
■
豊

か
な
心
と
健
や
か
な
身
体
を
育
む
教
育
の
推
進
■
確
か
な
学
力
と
学
び
を
考
え

る
力
を
育
む
教
育
の
推
進
■
学
校
と
家
庭
と
地
域
の
連
携
推
進
■
青
少
年
の
健

全
育
成
の
推
進
■
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
生
涯
学
習
の
推
進
■

芸
術
文
化
活
動
の
推
進
■
「
す
る
、
み
る
、
さ
さ
え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
■
文
化
財
の
保
存
と
活
用
■
地
域
の
文
化
や
伝
統
行
事
の
継
承

【
施
策
】

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
担
い
手
の
育
成
■
効
果
的
で
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
の
推
進
■
広
域
連
携
に
よ
る
共
同
事
業
の
促
進
■
広
報
活
動
の
充
実

■
広
聴
活
動
の
充
実
に
よ
る
市
民
参
画
の
促
進
■
人
権
尊
重
・
男
女
共
同
参
画

の
推
進
■
多
文
化
共
生
の
推
進

後
期
基
本
計
画
施
策
体
系
図

豊
か
な
自
然
と
人
が
共
生
す
る
ま
ち

共
に
支
え
あ
い
、み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

安
全
、安
心
の
社
会
基
盤
が
支
え
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
生
む
ま
ち

子
供
も
大
人
も
輝
き
、人
と
文
化
を
育
む
ま
ち

市
民
と
共
に
歩
む
参
画
と
協
働
の
ま
ち

市報とうみ（2019年 4月）3



基本目標 1

基本目標 4

基本目標 2

基本目標 5

　
市
で
は
、
第
2
次
総
合
計
画
基
本
構
想
に
掲
げ
る
6
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
を
目
指
し
て
、

平
成
31
年
度
は
次
の
重
点
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
短
期
間
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
施
策

を
選
択
し
て
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
社
会
経
済
状

況
等
を
踏
ま
え
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
実
施
計
画
や

予
算
編
成
に
お
い
て
重
点
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
施
計
画
と
は
、
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
総
合
的
に
示
す
「
第
2
次
東
御
市
総
合
計
画
」
で
定
め
た

施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
事
業
を
明
ら
か
に
し
た
3
カ
年
の
短
期
的
計
画
で
す
。

　
第
2
次
総
合
計
画
や
2
0
1
9
（
平
成
31
）
年
度
実
施
計
画
（
2
0
1
9
年
度
～
2
0
2
1
年
度
）

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.city.tom

i.nagano.jp/

実施計画とは

～
人
と
自
然
が
織
り
な
す  

し
あ
わ
せ
交
流
都
市  

と
う
み
～

平
成
31
年
度

東
御
市
重
点
事
業

豊
か
な
自
然
と
人
が
共
生
す
る
ま
ち

共
に
支
え
合
い
、み
ん
な
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

安
全
、安
心
の
社
会
基
盤
が
支
え
る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
、活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
生
む
ま
ち

■
連
携
・
協
働
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
の
実

施
■
不
法
投
棄
対
策
の
実
施
■
特
定
外
来
植

物
対
策
の
実
施【
予
算
】5
8
3
万
7
千
円

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
補
助
金
制
度
の
見
直
し

■
新
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
の
策

定【
予
算
】7
0
6
万
4
千
円

■
第
2
次
健
康
づ
く
り
計
画（
後
期
計
画
）、

自
殺
対
策
推
進
計
画
の
策
定
■
母
子
健
康
包

括
支
援
体
制
の
充
実
■
健
康
づ
く
り
県
民
運

動「
信
州
A
C
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
2
」と
一
体

と
な
っ
た
取
組
み
■
高
地
環
境
を
活
用
し
た

運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
促
進

【
予
算
】1
1
4
0
万
3
千
円

■
再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
と
運
営
形

態
の
検
討

■
生
活
困
窮
者
や
引
き
こ
も
り
な
ど
の
相
談

業
務
の
強
化

【
予
算
】1
3
8
9
万
3
千
円

■
支
え
合
い
台
帳
の
作
成
支
援
と
地
域
福
祉

活
動
の
環
境
整
備
■
第
4
次
地
域
福
祉
計
画

の
策
定【
予
算
】3
8
3
9
万
4
千
円

■
フ
レ
イ
ル
※
3
予
防
の
取
組
み
強
化

【
予
算
】2
2
1
万
2
千
円

■
介
護
、医
療
、福
祉
の
連
携
強
化
■
支
え
合

う
地
域
福
祉
の
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

【
予
算
】1
6
2
万
4
千
円

■
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
く
空
家
の
管
理
、

発
生
抑
制
及
び
利
活
用
へ
の
取
組
み

【
予
算
】1
1
1
万
5
千
円

■
県
東
深
井
線
の
建
設
促
進
■
道
路
ス
ト
ッ

ク
総
点
検
結
果
等
に
基
づ
く
舗
装・橋
梁・道

路
付
属
物
修
繕
事
業

【
予
算
】1
億
7
1
6
8
万
9
千
円

■
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
苗
木
の
安
定
供
給
体
制

の
確
立
■
グ
ロ
ー
バ
ル
G
A
P
※
4
の
普
及・支

援
■
６
次
産
業
化
の
取
組
み
へ
の
支
援

【
予
算
】1
5
7
7
万
3
千
円

■
移
住
体
験
ツ
ア
ー
、短
期
移
住
体
験
の
実

施
■
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
活
用
及
び
移
住

定
住
者
受
入
れ
体
制
の
充
実

■
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
適
正
な

運
営【
予
算
】7
2
0
8
万
3
千
円

豊
か
な
自
然
の
継
承
と
共
生
の
実
現

地
の
利
を
活
か
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
推
進

ご
み
の
適
正
処
理
と減量・資

源
化
の
推
進

ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
づ
く
り
の
推
進

安
全・快
適
な
道
路
環
境
の
整
備

生
涯
を
通
じ
た
健
康
増
進
の
推
進

地
域
医
療
体
制
の
充
実

ひ
と
り
親・生
活
保
護・生
活
困
窮

世
帯
の
自
立
支
援
と
生
活
の
安
定

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立

介
護
予
防（
フ
レ
イ
ル
対
策
）の
推
進

支
え
合
う
地
域
福
祉
づ
く
り
の
推
進

東
御
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
特
産
品
の
振
興

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
の

誘
導
に
よ
る
定
住
の
促
進
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基本目標 3

基本目標 6

■
定
時
路
線
バ
ス
及
び
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運

行
方
法
等
の
見
直
し【
予
算
】6
2
3
0
万
円

■
水
道
事
業
の
包
括
的
な
民
間
委
託
の
拡
充

【
予
算
】6
0
4
9
万
5
千
円

●
問
い
合
わ
せ
先　
　

企
画
振
興
課　

企
画
政
策
係　

☎
64

－

５
８
９
３

※
1　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
教
育
で
効
果
的
に
活
用
し
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
繋
げ
る

※
2　

信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、A

ction

（
体
を
動
か
す
）、C

heck

（
健
診
を
受
け
る
）、Eat

（
健
康
に
食
べ
る
）

を
表
し
、
世
界
で
一
番
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
の
健
康
長
寿
を
目
指
す

※
3　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力(

筋
力
や
認
知
機
能
等
）
が
低
下
し
た
状
態

※
4　

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
、
農
業
生
産
に
お
い
て
、
食
品
安
全
、
環
境
保
全
等
様
々
な
面
で
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
の

生
産
工
程
管
理
の
国
際
基
準

※
5　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す
と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の
視

点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
の
法
人

子
供
も
大
人
も
輝
き
、人
と
文
化
を
育
む
ま
ち

市
民
と
共
に
歩
む
参
画
と
協
働
の
ま
ち

■
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

【
予
算
】55
万
5
千
円

■
信
州
型
自
然
保
育
の
継
続
■
保
育
園
の
空

調
設
備
整
備（
エ
ア
コ
ン
設
置
）

【
予
算
】1
0
2
0
万
6
千
円

■
和
児
童
館
の
移
転
新
築
事
業
■
児
童
館
・

小
中
学
校
の
空
調
設
備
整
備（
エ
ア
コ
ン
設

置
）■
祢
津
小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

【
予
算
】1
億
4
1
7
7
万
1
千
円

■
小
中
一
貫（
型
）教
育
の
充
実
■
小
中
学
生

■
市
民
活
動
団
体
の
活
動
支
援
■
市
民
活
動

団
体
と
行
政
が
協
働
事
業
に
取
り
組
む
た
め

の
仕
組
み
の
検
討

【
予
算
】2
6
5
2
万
2
千
円

■
実
施
計
画
と
緊
密
に
連
動
し
た
予
算
編
成

と
、一般
財
源
枠
配
分
方
式
の
継
続

【
予
算
】6
3
4
万
9
千
円

■
検
索
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・一貫
性
の
あ

る
情
報
発
信【
予
算
】2
4
3
9
万
2
千
円

■「
平
和
と
人
権
を
守
る
都
市
宣
言
」に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
■
東
御
市
人
権
施

策
の
基
本
方
針・基
本
計
画
の
次
期
計
画
に
向

け
た
各
種
調
査
の
実
施

【
予
算
】3
4
6
万
1
千
円

■
祢
津
御
堂
地
区
土
地
改
良
事
業
及
び
関
連

排
水
路
整
備
事
業
の
促
進
■
農
地
中
間
管
理

事
業
に
よ
る
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積・

集
約
化
の
支
援【
予
算
】2
6
7
8
万
6
千
円

■
商
工
業
振
興
の
た
め
の
創
業・就
業
支
援
及

び
労
働
力
確
保
対
策
事
業

【
予
算
】8
8
6
万
8
千
円

【
予
算
】1
1
4
万
9
千
円

■
湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動
施
設（
特
設
プ
ー

ル
）等
の
建
設・運
用
実
施

【
予
算
】8
億
8
6
5
0
万
円

■
Ｄ
Ｍ
Ｏ
※
5
の
人
材
育
成
及
び
支
援
■
観
光

２
次
交
通
社
会
実
験
事
業（
第
３
期
）■
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
■
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
の
積
極
的
な
受
入

【
予
算
】5
2
9
3
万
9
千
円

の
学
力
、体
力
、道
徳
力
向
上
■
I
C
T
教
育

※
1
導
入
の
検
討【
予
算
】8
7
5
1
万
3
千
円

■
地
域
づ
く
り
活
動
に
お
け
る
教
育
文
化
活

動
支
援
■
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
行
動
へ

の
支
援【
予
算
】7
3
2
万
円

■
地
域
の
文
化
活
動
支
援

【
予
算
】7
7
0
万
円

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
基
づ
く
取
組
み
■

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
地
域
団
体
の
育
成
■
各

種
競
技
の
リ
ー
ダ
ー
、指
導
者
の
育
成

【
予
算
】2
4
6
5
万
2
千
円

■
下
水
道
施
設
の
統
廃
合
事
業
の
促
進

【
予
算
】3
3
0
0
万
円

■
常
田
地
区
等
の
雨
水
排
水
対
策
事
業

【
予
算
】8
9
5
5
万
円

子
育
て
家
庭
へ
の
細
や
か
な
支
援
の
充
実

よ
り
豊
か
な
幼
児
教
育・保
育
の
実
践

芸
術
文
化
活
動
の
推
進

水
道
水
の
安
定
供
給

下
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
の
充
実

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

安
全・安
心
な
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
と
教
育
環
境
の
整
備

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
身
体
を
育
む

教
育
の
推
進

人
づ
く
り
、地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

生
涯
学
習
の
推
進

「
す
る
、み
る
、さ
さ
え
る
」

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

広
報
活
動
の
充
実

人
権
尊
重・男
女
共
同
参
画
の
推
進

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

担
い
手
の
育
成

効
果
的
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
推
進

商
工
業
の
支
援
と
育
成

観
光
拠
点
の
整
備
と
情
報
発
信
の
強
化

農
地
流
動
化
の
促
進
及
び

耕
作
放
棄
地
の
再
生

地
域
資
源
を
活
用
し
た

体
験
型
、
滞
在
型
観
光
の
推
進

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

（
交
通
シ
ス
テ
ム
の
充
実
）
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当
初
予
算
は
１
４
2
億
円

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

　歳入全体では、企業版ふるさと寄
附金等を特別会計予算としたことに
より、対前年度比６億 5,700 万円、
4.4％減となりました。
　主な歳入は、金額の大きいものか
ら順に地方交付税が 41 億 6.000 万
円（対前年度比 8,000 万円、2.0％
増）、市税が 39 億 8,113 万円（対
前年度比 1 億 2,321 万円、3.2％増）、
国庫支出金が 13 億 1,249 万円（対
前年度比 △ 3,972 万円、2.9％減）
となっています。
　また、繰入金 10 億 783 万円につ
いては、起債償還の財源とする減債
基金繰入金 1 億 5,000 万円が、対
前年度比で 2 億 5,000 万円減少し
たこと等により、対前年度比 2 億
2,111 万円の減となりました。

　

平
成
31
年
度
予
算
は
、
基
金
残
高
減
少
の
懸

念
に
留
意
し
つ
つ
も
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
歳

入
の
状
況
に
鑑
み
、
基
金
か
ら
の
繰
入
に
よ
り
、

第
2
次
東
御
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
推

進
す
る
た
め
、
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
景
気
が
穏
や
か
に
回
復

し
つ
つ
あ
る
中
で
、
市
税
の
増
額
お
よ
び
、
10

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
地
方
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
よ
る
、
地
方
特
例
交
付
金
等
の
増
額
を
見

歳  入

予
算
の
概
要

自主
財源
44.4％

依存
財源
55.6％

28.0％

7.1％

3.6％
3.0％

2.7％
29.3％

15.1％

5.0％
4.9％

1.3％

市税
（固定資産税や市民税、
都市計画税など）
39億8,113万円

繰入金
（各基金から取崩
して一般会計に
繰り入れるお金）
10億783万円

地方交付税
（各市町村が標準的な
行政サービスを提供できるよう、
一定の基準により国が交付する税）
41億6,000万円

交付金
（地方消費税交付金や
地方特例交付金など）
6億9,900万円

地方譲与税 
（国から地方に譲与される税金）
1億8,000万円

国県支出金
（国や県からの
補助金など）
21億5,118万円

市債
（市の借入金）
7億1,590万円

分担金及び負担金
使用料及び手数料
（市営住宅使用料や施設入所者の負担金など）
3億8,166万円

財産等収入・
繰越金等
（土地貸付収入や
ふるさと寄附金など）
5億242万円

諸収入
（貸付金元利収入など）
4億2,088万円

歳入合計
142億円

一般会計および特別会計	 （単位：万円、△：マイナス）

会 計 名 称 平成31年度
予算額

増　減
差引 率（％）

一 般 会 計 1,420,000 △ 65,700 △ 4.4

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 330,200 10,000 3.1

介 護 保 険 特 別 会 計 283,500 4,500 1.6

地 域 改 善 地 区 住 宅 改 修
資金等貸付事業特別会計 101 △ 21 △ 17.4

工業地域開発事業特別会計 0 △ 15,000 皆減

後期高齢者医療特別会計 33,050 2,000 6.4 

湯の丸高原屋内運動施設
事 業 特 別 会 計 88,741 88,741 皆増

総　　額 2,155,592 24,520 1.2

公営企業会計	 （単位：万円、△：マイナス）

会 計 名 称 平成31年度
予算額

増　減
差引 率（％）

水 道 事 業
会 計

収益的支出 68,140 △ 6,139 △ 8.3

資本的支出 44,467 415 0.9

計 112,607 △ 5,724 △ 4.8

下 水 道
事 業 会 計

収益的支出 142,684 △ 2,598 △ 1.8

資本的支出 152,485 20,663 15.7

計 295,169 18,065 6.5

病 院 事 業
会 計

収益的支出 206,313 1,771 0.9

資本的支出 24,388 △ 20,675 △ 45.9

計 230,701 △ 18,904 △ 7.6

平成31年度会計別総括表

込
み
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
源
枠
配
分
方
式

（
※
）
の
採
用
と
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

投
資
的
経
費
の
継
続
事
業
や
重
点
施
策
に
つ
い

て
精
査
し
計
上
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会

計
の
予
算
額
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

※
一
般
財
源
の
予
算
枠
を
各
部
課
に
あ
ら
か
じ
め
配
分

し
、
そ
の
一
般
財
源
の
予
算
枠
の
範
囲
内
で
各
部
課

が
歳
入
歳
出
の
予
算
編
成
を
行
う
手
法
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　目的別の歳出は、金額の大
きいものから順に民生費が 42
億 9,329 万円、総務費が 23 億
4,229 万 円、 土 木 費 が 18 億
4,902 万円となっています。民
生費には児童手当費４億 8,200
万円を、総務費にはシティープ
ロモーション推進事業費 1 億
3,900 万円を予算化しました。
以下、土木費、公債費、衛生費、
教育費、商工費、農林水産業費、
消防費、議会費の順になってい
ます。

※各表の金額と構成比は、万円未満
を四捨五入しているため、合計と
一致しない場合があります。

歳  出

30.2％

16.5％

13.0％

12.1％

8.5％

6.4％

4.6％
3.7％

3.6％

1.1％
0.3％

民生費
（社会福祉などに）
42億9,329万円

その他
（災害復旧費、予備費）
4,134万円

総務費
（市民生活や市の管理などに）
23億4,229万円

土木費
（道路や河川などの整備に）
18億4,902万円

議会費
（議会の運営などに）
1億5,181万円

公債費
（市債などの償還金などに）
17億2,158万円

衛生費
（保健医療や
生活環境などに）
12億1,019万円

教育費
（学校整備や
社会教育などに）
9億595万円

商工費
（商工業振興のための
支援や観光振興などに）
6億5,274万円

農林水産業費
（農林業の振興を図る
ための支援などに）
5億2,418万円

消防費
（消防・防災対策などに）
5億761万円

歳出合計
142億円

●議会費
 議員報酬、手当等 .........................................1億1,100万円

●総務費
 庁内ＬＡＮ事務諸経費 .................................... 7,100万円
 シティプロモーション推進事業費 ...........1億3,900万円
 文化会館費 ........................................................... 7,000万円
 体育施設等管理費 .......................................1億2,700万円
 戸籍住民事務諸経費 ......................................... 7,200万円

●民生費
 児童手当費 ....................................................4億8,200万円
 障害者自立支援介護給付費.....................5億3,000万円
 保育所運営事業費 .......................................3億7,400万円
 私立保育園運営委託事業費 ....................1億3,600万円
 児童館事業費 ....................................................... 3,500万円
 放課後児童クラブ事業費 ................................. 5,000万円

●衛生費
 上田地域広域連合負担金（クリーンセンター負担金）
  ...........................................................................2億4,800万円
 川西保健衛生施設組合負担金 .............1億8,100万円
 予防接種事業費 ................................................. 6,500万円
 病院事業会計繰出金 ................................2億0,700万円

●農林水産業費
 中山間地域等直接支払制度費 ................1億0,200万円

一般会計予算の主な使いみち
 多面的機能支払交付金事業費 ....................... 8,500万円
 県営土地改良事業費 ......................................... 3,700万円
 ６次産業化推進事業費 ........................................500万円

●商工費
 中小企業振興資金等預託金 ....................2億5,000万円
 商工業振興助成事業費 .................................... 6,500万円
 交通システム運行費補助金 ............................. 6,200万円
 温泉施設等指定管理委託料 ........................... 5,500万円

●土木費
 社会資本整備総合交付金事業
 （県東深井線道路整備事業等） .............1億4,700万円
 公営住宅建設事業 .......................................1億5,200万円
 下水道事業会計繰出金 ..........................11億7,800万円

●消防費
 上田地域広域連合負担金 .........................3億7,900万円

●教育費
 小学校修繕事業費 .....................................1億2,600万円
 （トイレ改修工事費 .......................................7,600万円）
 （空調機器設置工事費 .................................4,500万円）
 中学校修繕事業費 ................................................500万円
 （空調機器設置工事費 .....................................500万円）
 中央公民館管理諸経費 ................................... 2,100万円
 図書館事務諸経費 ............................................ 3,200万円

●問い合わせ先　総務課　財政係　☎64 －5901
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　市では、日帰り温泉施設「湯楽里館」の２階をリノベーションし、新たな産業として定着しつつある「ワイン」
と、かつてホップの産地であった歴史的な背景から生まれた「クラフトビール」を一堂に展示・紹介する情報発
信拠点“ワイン＆ビアミュージアム”の整備工事を平成30年9月から進めてきました。この度、整備工事が３月
末で終了し、今月11日からワイン＆ビアミュージアムの営業を始めることとなりました。
　東御ワインの新たな情報発信拠点として、地域の皆さまにご利用していただける施設を目指してまいりますの
で、ご愛顧賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　本施設は、東御ワインの紹介はも
とより、千曲川ワインバレー広域周
遊観光の“ハブ（起点）”機能を担い、
内外からの集客力を高め、市内ワイ
ナリー事業者の販路の拡大と生産性
の向上につなげることを目的に整備
しました。
　東御ワインをはじめ、東御市と
2020年東京オリンピック・パラリ
ンピックのホストタウンを縁にモル
ドバ共和国産ワイン、オラホビール
の紹介や試飲提供、ワイン文化の高
揚を図る各種イベントへの活用など
を実施します。皆さまのご来場をお
待ちしております。

ＤＮ

展示エリア

試飲
エリア

セミナーエリア（大研修室）

厨房

◆ワイン＆ビア
　ミュージアム施設概要

●セミナールーム利用料〈貸し切りによる利用料金〉

大研修室 １時間あたり　2,500円

厨　　房 １時間あたり　2,500円

※厨房は研修室を利用する方のみ利用できます。
※利用用途に応じて利用料の減免制度があります。

●セミナーエリア（大研修室）
　東御ワインをお楽しみいただく各種イベントを開催
するための多目的スペース。
　貸し切り（有料）で各種イベント等にご利用いただ
くこともできます。

４月11日㈭
湯楽里館
ワイン＆ビアミュージアムが	
オープンします

（2019年 4月）市報とうみ 8



●施設連絡先
　物産センター　☎ 63 － 4126
　ゆらり市　　　☎ 63 － 2711

●問い合わせ先
　商工観光課　観光係　☎ 64 － ５８９５

　ワイン＆ビアミュージアムのオープ
ンに伴い、物産センター、ゆらり市も
場所を新たにリニューアルオープンし
ます。商品ラインナップも増やし、皆
さまのご来店をお待ちしております。

物産センター・ゆらり市も
リニューアルオープンします

リニューアルオープン日
４月１日㈪	午前10時

営業時間　午前10時から午後6時 （最終受付：午後5時30分）
閉館日　　毎週水曜日定休 （年末年始休業を除く）

●試飲エリア
　東御ワインをはじめ、モルドバワイン、オラホビール
を少量からお楽しみいただける有料試飲スペース。

●展示エリア
　市内のワイナリーや東御市とモルドバ共和国のワイン等の歴
史や各種情報を一堂に展示するギャラリースペース。

　セルフサービスでご試飲
ができるワインサーバーを
完備。

◆ワイン＆ビアミュージアム営業日・開館時間

▲厨房施設

　ワイン＆ビアミュージアムへの出展ワ
イナリーや試飲ラインナップ、施設の
利用方法等は HP にて掲載しています。

※お問い合わせは４月11日以降の受付になります。

●施設連絡先
　ワイン＆ビアミュージアム（湯楽里館２階）
　☎ 7５－0８８５

http://tomi-wine.jp/

ワイン＆ビアミュージアム
ホームページ

写真はイメージです
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営
業
時
間
：
ラ
ン
チ　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
　
　

デ
ィ
ナ
ー　

午
後
５
時
～
午
後
９
時

＊
地
域
産
品
を
使
用
し
た
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を

　
ご
紹
介
！

　

う
ん
の
わ　

信
州
蕎
麦
の
セ
ッ
ト	

１
６
５
０
円

　

雷　

電　
　

信
州
黄
金
し
ゃ
も
の

　
　
　
　
　
　

卵
と
じ
丼
の
セ
ッ
ト	

１
５
８
０
円

　

烏
帽
子　
　

信
州
黄
金
し
ゃ
も
香
草
焼
き
の
セ
ッ
ト

	

１
５
８
０
円

　

胡　

桃　
　

お
す
す
め
パ
ス
タ
の
セ
ッ
ト

	

１
３
８
０
円

＊
昼
は
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ッ
ト
で
女
子
会
は
い
か
が
？

　
　

平
日
と
土
曜
日
限
定
。
お
蕎
麦
or
パ
ス
タ
が
選
べ

る
お
ト
ク
な
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
ケ
ー
キ
付
き
！

＊
夜
は
宴
会
や
集
会
に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
　

地
域
の
集
ま
り
や
職
場
の
飲
み
会
で
の
利
用
な
ど

30
名
ま
で
対
応
可
能
で
す
。
ご
予
約
は
７
日
前
ま
で
。

＊
東
御
の
ワ
イ
ン
と
地
域
食
材
で
乾
杯
！

　
　

個
性
豊
か
な
東
御
の
ワ
イ
ン
と
地
域
食
材
を
使
っ

た
美
食
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

営
業
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

＊
市
民
の
皆
さ
ま
の
寄
合
や
サ
ロ
ン
活
動
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
！

　
　

人
の
笑
顔
が
集
ま
る
〝
居
場
所
づ
く
り
〟
を
進

め
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
に
使
え
な
い
か
な
？
と
お

考
え
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
：
午
後
３
時
～

　

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
：
～
午
前
10
時

　

１
泊
２
食
付
き
宿
泊
料
金
（
大
人
１
人
・
税
込
）：

　
　
　
　
　
　

1
4
0
0
0
円
～
1
8
0
0
0
円

　
　

遠
方
の
親
戚
や
友
人
を
ご
招
待
し
て
皆
で
食
事

や
お
酒
を
楽
し
み
、
皆
で
泊
ま
る
、
と
い
っ
た
利

用
も
で
き
ま
す
！
（
定
員
8
名
）

　
　

海
野
宿
の
趣
あ
る
雰
囲
気
を
滞
在
を
通
し
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

４
月
３
日
よ
り
全
館
オ
ー
プ
ン
！

海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
「
う
ん
の
わ
」

【
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
】
ダ
イ
ニ
ン
グ
楽

【
カ
フ
ェ
部
門
】
い
っ
ぷ
く

【
宿
泊
部
門
】

　

海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
「
う
ん
の
わ
」
で
は
、
新
た
な
指
定
管
理
者
で
あ
る
長
野
県
高

齢
者
生
活
協
同
組
合
が
運
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

今
月
３
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
本
施
設
で
は
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
素
材

を
活
か
し
た
〝
こ
こ
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
〟
食
事
の
提
供
を
軸
に
、
次
の
よ
う

な
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▲信州黄金しゃも香草焼きのセット ▲信州黄金しゃもの卵とじ丼のセット

　

他
に
も
、
季
節
や
食
材
の
旬
に
合
わ
せ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ビ
ス
を
皆
さ
ま

に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ「
う
ん
の
わ
」へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

【
住　

所
】　

本
海
野
1
0
1
3

【
駐
車
場
】　

施
設
北
側
15
台

【
定
休
日
】　

毎
週
火
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先

　
海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
「
う
ん
の
わ
」

　
☎
7５

－

５
３
３
１
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新
学
期
、子
ど
も
会
・
育
成
会
の

活
動
が
始
ま
り
ま
す

　
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
区
・
各
地
区
で
は
、
子

ど
も
会
、
育
成
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
各
地
区
の
育
成
協
議
会
等
で
行
わ

れ
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
今
後
と
も
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
課
　
青
少
年
教
育
係
　
☎
64

－
５
９
０
６

会
長　

山や
ま
ざ
き崎

　
康こ

う
い
ち一

会
長　

山や
ま
ざ
き嵜

　
義よ

し
と人

会
長　

塩し
お
か
わ川

　
壽ひ

さ
と
も友

部
会
長　

後ご
と
う藤

　
富ふ

み

お

美
男

会
長　

関せ
き

　
清き

よ
ひ
で英

地
域
で
育
て
よ
う
お
ら
ほ
の
子
ど
も

　

7
月
14
日
、
第
2
回
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
魚
つ
か
み
取

り
・
相
撲
大
会
）
が
参
加
者
２
０
０
名
の
中
、
田
中
小
学
校
で
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
田
中
地
区
で
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

子
ど
も
の
数
が
減
る
中
で
、
児
童
を
集
め
学
校
行
事
を
行
な
う
こ

と
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
前
年
度
よ
り
地
域
づ
く
り
の

皆
さ
ん
が
係
わ
り
、
保
育
園
児
や
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も

参
加
し
、
地
区
全
体
を
巻
き
込
ん
で
の
大
事
業
と
な
り
、
田
中
地

区
を
代
表
と
す
る
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

和
地
区
地
域
づ
く
り
の
会
子
育
て
教
育
文
化
部
主
催
で
、
冬
休

み
の
1
月
5
日
に
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
小
学
3
年
生

以
上
の
児
童
を
対
象
に
し
た
新
春
書
初
め
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

高た
か

橋は
し

麦ば
く

宇う

先
生
と
書
道
講
座
の
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
28
名
の
児
童
は
、
1
時
間
半
の
間
、
大
変
熱
心
に
取
り

組
み
、
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
書
初
め
終
了
後
、
参
加

者
全
員
で
つ
き
た
て
の
お
餅
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、
祢
津
地
区
伝
統
の
第
34
回
ミ
ニ
駅
伝
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
祢
津
小
学
校
4
年
生
以
上
で
各
地

区
代
表
チ
ー
ム
を
含
め
11
チ
ー
ム
で
し
た
。
大
会
当
日
は
絶
好
の

秋
晴
れ
と
な
り
、
保
護
者
を
始
め
地
域
の
皆
さ
ん
方
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
交
通
安
全
等
に
尽
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は

秋
の
運
動
会
準
備
後
の
練
習
で
大
変
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
走
り

ま
し
た
。
親
も
子
も
、
地
域
み
ん
な
で
作
る
大
会
で
す
。
今
後
も

永
く
続
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
し
げ
の
里
づ
く
り
の
会
」発
足
時
の
目
玉
事
業
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
通
学
合
宿
も
、
本
年
度
6
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
通

学
合
宿
の
特
徴
は
「
し
げ
の
里
づ
く
り
の
会
」
を
中
心
に
地
域
全

体
で
企
画
、
運
営
す
る
事
で
す
。
今
年
も
滋
野
小
の
児
童
30
人
と

大
人
約
70
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
楽
し
み

は
ゲ
ー
ム
、
食
事
、
お
風
呂
で
す
。
は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
て
熱
を
出
し

て
し
ま
う
子
も
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
と
大
人
の
方
と
の
交
流

も
深
ま
り
、
6
月
24
日
～
27
日
の
充
実
し
た
4
日
間
で
し
た
。

　

７
月
恒
例
、小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
「
魚
つ
か
み
ど
り
大
会
」
は
、

連
日
の
猛
暑
に
よ
り
9
月
9
日
の
開
催
と
な
り
、
育
成
会
と
し
て

「
魚
の
美
味
し
い
焼
き
方
」
の
指
導
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
川
遊
び
は
、
雨
降
り
後
の
増

水
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
中
止
。
待
っ
て
い
る
間
、
串
刺
し
の
ニ

ジ
マ
ス
が
炭
火
で
焼
き
上
が
る
の
を
、
ジ
ー
ッ
と
見
て
い
ま
し
た
。

百
五
十
匹
余
の
お
い
し
い
焼
き
魚
を
提
供
で
き
ま
し
た
。
次
回
は
、

串
に
番
号
を
つ
け
間
違
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
第
2
回
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
新
春
書
初
め
大
会
」

「
第
34
回
祢
津
地
区
ミ
ニ
駅
伝
大
会
」

「
通
学
合
宿
」

「
魚
つ
か
み
ど
り
大
会
」

田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

し
げ
の
里
づ
く
り
の
会（
青
少
年
育
成
部
会
）

北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
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平成31年度  国民健康保険税の税率が変わります
（資産割税率を引き下げながら全体を調整します）

　国保制度改革（平成 30 年４月～）により県が財政運営の責任主体となり、県と市町村が共同で国民健康保険
の運営を行っています。これまで国保税率については、各市町村がそれぞれの財政状況等をもとに決定していま
したが、国保制度改革がスタートしたことで、県から示された標準的な保険料率を参考にして市町村ごとに国保
税率を決定する方法に変わっています。
　将来的には長野県全ての市町村が同じ保険税額となるように当市の算定方式（※）を段階的に変更しますが、加
入している皆さんの負担が急激に増加しないよう配慮し、国保の貯金である基金を活用しながら下記のとおり改
正を行います。
※長野県国保運営方針で定める「算定方式」は資産割を除いた３方式（所得割、均等割、平等割）とするように目標を設定しています。

　固定資産税に対し課税している「資産割（下表②）」は、時代の流れとともに国保に加入している皆さん
の働くかたち等が大きく変わり、資産割に対する不公平感が高まっていることから段階的に廃止します。将
来的には所得割、均等割、平等割の３方式（下表①③④）に移行します。なお、資産割の段階的な廃止に伴
う調整により、各世帯の課税額はそれぞれ増減しますが、国保財政の安定運営のため、ご理解とご協力をお
願いします。

　資産割の税率を引き下げます。ただし、資産割税率の引き下げによる減収分を補うため、その他の税率等
の一部を引き上げます。

国保税改正の概要

平成31年度の税率

■国保税改正の内容

■低所得者軽減制度の改正について

【医療分】
区　分 現　行 改　正 増減率・額

①所得割 06.5% 6.7% 0.2%
②資産割 28.0% 22.4% ▲5.6％
③均等割 017,500円 018,500円 01,000円
④平等割 019,500円 019,500円 ―

賦課限度額 580,000円 610,000円 30,000円

基　準　額
軽減割合 現　行 改　正

₇ 割 33万円以下の世帯 33万円以下の世帯（改正なし）

₅ 割 （33万円＋27万5千円×擬制世帯主を含む世帯主
と被保険者数）以下の世帯

（33万円＋28万円×擬制世帯主を含む世帯主と被
保険者数）以下の世帯

₂ 割 （33万円＋50万円×擬制世帯主を含む世帯主と被
保険者数）以下の世帯

（33万円＋51万円×擬制世帯主を含む世帯主と被
保険者数）以下の世帯

【介護納付金分】
区　分 現　行 改　正 増減率・額

①所得割 2.1% 2.3% 0.2%
②資産割 4.5% 3.6% ▲0.9％
③均等割 009,000円 009,000円 ―
④平等割 009,000円 009,000円 ―

賦課限度額 160,000円 160,000円 ―

【後期高齢者医療支援金分】
区　分 現　行 改　正 増減率・額

①所得割 2.3% 2.3% ―
②資産割 9.4% 7.5% ▲1.9％
③均等割 006,000円 006,000円 ―
④平等割 006,000円 006,000円 ―

賦課限度額 190,000円 190,000円 ―

●問い合わせ先　市民課　国保年金係　☎75 －8810

　世帯の所得状況による均等割額と平等割額の減額対象が広がります。
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“キラキラ”“ドキドキ”“ニコニコ”共通要項
❖活動期間　４月後半～平成32年（2020年）２月　※活動日は変更になる場合があります。
❖場　　所　祢津地区奈良原（現地集合、現地解散）
❖活動内容　お散歩、どろんこ遊び、水遊び、宝集め、軽食づくり、やりたいこと等
❖持  ち  物　おにぎり、水筒、敷物、着替え、帽子、軍手、長靴、雨具（小雨決行）
❖申し込み　４月19日（金）までに、下記二次元コードよりお申し込みください。
❖そ  の  他　ご不明な点は、担当：谷・渡邉までお問い合わせください。

　　　　／東御の子どもの元気な育ちを支えるネットワーク里山探検事務局
　　　　（公財）身体教育医学研究所　☎・Ⓕ61－6148　HP　http://gakuhiro.com/ 
　　　　（子育て支援課　子育て支援係）

里山探検ホームページ
新着情報

＊ドキドキ・ニコニコ説明会＊
（お子さまと一緒でも参加できます。）
❖開催日時　５月18日（土）
　【ドキドキ】午前９時30分～午前11時
　　　　　　　午後１時30分～午後３時
　【ニコニコ】午前11時30分～午後０時30分、
　　　　　　　午後３時30分～午後４時30分
❖場　所　申し込み後に事務局よりご連絡します。

＊キラキラ説明会＊
（事前のお申し込みがなくてもご参加いただけます。）
❖開催日　４月12日（金）、16日（火）、17日（水）、
　　　　　　　22日（月）
❖時　間　午前９時30分～
❖場　所　子育て支援センター（東部・北御牧）
※日によって会場と開始時間が変わります。詳細は里

山探検ホームページをご確認ください。

里山探検“ドキドキ”

目 的

やりたいことをやりたいだけ！遊びの主人
公は子どもたち！子ども自身が感じる過程
を大切に、大人の価値観で提供する遊びで
はなく、子どもが遊びの中で発見していく
「やりたい！」に寄り添いながら子どもの
育ちを支える活動を目指します。

活 動 日 月１～２回　土曜日

時 　 間 午前10時～午後２時30分頃（夏季）
午前10時～午後１時30分頃（冬季）

対  象 市内在住の年中児、年長児、小学１年生
（原則：子どものみ）

定 　 員 35名（新規申し込みの方優先）

参 加 費

年間30,000円（全15回予定）
内訳：参加１回2,000円（傷害保険料、森
林整備費等含む）
※活動に参加されない場合でも、割り戻し
　等は行いません。

里山探検サークル“ニコニコ”

目 的

豊かな森の中でみんな「ニコニコ」！森を
自由に探索し、自然に触れ、家族でのんび
り過ごしませんか？ 子どもはもちろん、大
人の「やってみたい」も叶えられる活動を
目指します。昨年度は自然物を使った草木
染めや、ドラム缶風呂を体験しました。

活 動 日 月１回　土曜日または日曜日
時 　 間 午前10時～午後２時30分頃（計４時間半）

対  象 
里山遊びに興味のあるご家庭　
※子どものみで参加不可、必ず保護者が同
　伴してください。（市外も参加可）

定 　 員 約30家庭（応募多数の場合は抽選）

参 加 費 １家庭3,500円（森林整備費、利用料等含む、全
10回予定）、参加毎に１名100円（傷害保険料）

里山探検“キラキラ”

目 的

森で過ごす気持ちよさを親子で体験しつつ、
探検を通じて子どもたちのキラキラした姿
や表情を発見しましょう。さらに親同士の
交流を図りながら、子どもの育ちを見守り、
みんなで育ちあえる活動を目指します。

活 動 日 月１～２回　第１・第３火曜日（予定）
時 　 間 午前10時～午後１時頃（計３時間）

対  象 平成28年４月～30年３月生まれの幼児と、
その親（市外も参加可）

定 　 員 約30組（応募多数の場合は抽選）

参 加 費
参加毎に１家庭500円（傷害保険料、森林
整備費等含む、全20回予定）、年間登録費
500円

平成31年度「里山探検」参加者募集

　　・問申込

☎…電話　Ⓕ…FAX　　…Ｅメール　 HP …市ホームページ

●参加費、申し込み等は、必要な場合のみ記載しています。
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本
病
害
は
早
期
落
葉
、
落
果
に
よ
る
減
収

ま
た
は
黒
色
斑
点
に
よ
る
品
質
低
下
を
引
き

起
こ
し
、
多
く
の
諸
外
国
で
発
生
し
て
い
る

大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
、
国
内
で
は
、
植
物

防
疫
法
に
よ
り
「
重
要
病
害
虫
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
重
要
病
害
虫
へ
の
対
応
と
し

て
、
県
内
の
発
生
状
況
調
査
や
、
県
外
へ
の

苗
木
の
移
動
の
制
限
、
根
絶
に
向
け
た
適
切

な
防
除
の
啓
発
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
県
の
上
田
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
果

樹
試
験
場
お
よ
び
県
病
害
虫
防
除
所
で
対
策

技
術
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
５
月
上
旬
が
葉

の
初
発
期
で
、
そ
の
後
、
果
実
発
病
が
多
く

み
ら
れ
、
果
実
感
染
は
７
月
下
旬
ま
で
高
い

割
合
で
起
こ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
防
除
は
①
４
月
下
旬
、
②
５
月
上
旬
、

③
５
月
中
旬
、
④
６
月
上
旬
、
⑤
７
月
上
旬

に
必
要
で
、
最
も
重
要
な
防
除
時
期
は
４
月

下
旬
～
５
月
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
域
全
体

で
防
除
を
行
う
こ
と
で
発
病
が
効
果
的
に
抑

え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
生
育
期
後
半
に
発
病
が
み
ら
れ
る

ク
ル
ミ
炭
疽
病
に
対
し
て
も
⑥
８
月
上
旬
、

⑦
９
月
上
旬
に
も
ⅠC
ボ
ル
ド
ー
66
Ｄ
50
倍
希

釈
液
を
散
布
す
る
と
防
除
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
防
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
宅
の
庭
に
ク
ル
ミ
の
樹
が
１
本
し
か
な

い
方
に
つ
い
て
も
、
ぜ
ひ
実
施
を
お
願
い
し

ま
す
。
農
薬
散
布
用
具
が
な
い
場
合
は
、
JA

　
こ
の
点
検
は
、
火
災
時
に
使
用
す
る
消
火

栓
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
点
検
で
す
。

　
従
来
は
、
専
門
業
者
に
よ
る
機
能
点
検
並

び
に
、
消
防
職
員
に
よ
る
外
観
点
検
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、
今
ま
で
の

外
観
点
検
に
併
せ
消
防
職
員
に
よ
る
、
開
閉

点
検
も
実
施
し
ま
す
。

　
点
検
は
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
消
火
栓
の
開
閉
に
伴

い
、
一
時
的
に
水
道
水
に
わ
ず
か
な
濁
り
が

発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

信
州
う
え
だ
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
で
、
委
託

散
布
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
（
☎
62
︱
３
３
２
２
）
。

　
昨
年
に
続
き
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
更

な
る
設
置
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
調
査
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
上
田
地
域
広
域
連

合
消
防
本
部
で
は
４
月
か
ら
５
月
中
旬
頃
に

か
け
、
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
携
帯
し
た

消
防
職
員
が
、
広
域
管
内
に
お
住
ま
い
の
方

の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
お
宅
に
直
接

訪
問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
に
お

伺
い
し
た
際
に
は
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
聞
き
取
り
調
査
の
際
に
職
員
に
よ

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
販
売
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
消
防
職
員
を
名
乗
る

訪
問
販
売
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

❖
設
置
調
査
に
伴
い
ま
し
て
、
ご
自
宅
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る
と

電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、

火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
と
て
も
危
険
で
す
。
10
年
を
目
安
に

交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

ク
ル
ミ
黒
斑
細
菌
病
の
防
除

消
火
栓
点
検
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
調

査
を
実
施
し
ま
す

問
／
上
田
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
☎
25
︱
７
１
５
７

農
林
課
　
農
政
係
　
☎
64
︱
５
８
９
４

問
／
消
防
課
　
消
防
施
設
係

　
☎
62
︱
０
１
１
９

　
　
上
下
水
道
課
　
水
道
係☎

64
︱
５
８
８
４

問
／
東
御
消
防
署
　
予
防
係

　
☎
62
︱
０
１
１
９

葉病斑多発状況幼果病斑
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「
本
人
通
知
制
度
」
と
は
、
事
前
に
登
録

し
た
方
の
戸
籍
や
住
民
票
を
第
三
者
に
交
付

し
た
際
に
、
本
人
宛
に
交
付
の
事
実
を
通
知

す
る
も
の
で
す
。

　
戸
籍
な
ど
の
不
正
取
得
に
よ
る
犯
罪
や
人

権
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
本
制

度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

❖
事
前
登
録
手
続
き

　
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

市
民
課
市
民
係
窓
口
で
登
録
の
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
事
前
登
録
で
き
る
方

市
に
住
民
票
が
あ
る
（
あ
っ
た
）
方
、
ま

た
は
本
籍
が
あ
る
（
あ
っ
た
）
方

＊
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
委
任
状
（
代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
）

❖
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

＊
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
（
除
票
を
含
み
、
戸
籍
の
表
示
が
さ
れ

た
も
の
）

＊
戸
籍
謄
本
・
抄
本
・
戸
籍
記
載
事
項
証
明

書
・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
籍
、
改
製

原
を
含
む
）

❖
通
知
す
る
内
容

＊
証
明
書
の
交
付
年
月
日

＊
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類
お
よ
び
通
数

＊
交
付
請
求
者
の
種
別
（
代
理
人
・
代
理
人

以
外
の
者
）

　
平
日
の
受
付
に
加
え
て
休
日
に
も
毎
月
１

回
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
４
月
の
申
請
受
付
日
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

あ
る
と
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
と
印
鑑
証
明
書

が
取
得
で
き
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
。
こ
の
休
日
申
請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

❖
受
付
日
　
４
月
28
日
（
日
）

❖
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

❖
場
所
　
市
役
所
本
館
　
市
民
係
窓
口

❖
持
ち
物
　
①
ま
た
は
②
　

※
写
真
は
不
要
（
当
日
撮
影
し
ま
す
）

①
最
新
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
兼
電
子
証
明
発
行
申
請
書
」
（
通
知

カ
ー
ド
の
下
に
添
付
の
も
の
）

②
本
人
確
認
書
類

　
次
の
う
ち
１
種
類

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留

カ
ー
ド
等
　

右
記
が
無
い
場
合
は
次
の
う
ち
２
種
類

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証

書
、
預
金
通
帳
、
医
療
費
受
給
者

証
、
社
員
証
、
学
生
証
等

❖
交
付
手
数
料
　
無
料
（
再
交
付
は
有
料
）

❖
そ
の
他
　
15
歳
未
満
の
方
は
法
定
代
理
人

も
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
交
付
請
求
者
の
住
所
、
氏
名
等
は
通
知
さ

れ
ま
せ
ん
。

※
カ
ー
ド
の
お
渡
し
は
申
請
か
ら
３
週
間
ほ

ど
後
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

❖
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

　
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
午
前
６
時
30
分
～

午
後
11
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

＊
振
込
予
定
日
　
４
月
11
日
（
木
）

＊
支
払
内
容
　
12
月
～
３
月
分（
４
カ
月
分
）

　
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
11
日
以
降
に

口
座
の
入
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

︻
児
童
扶
養
手
当
と
は
？
︼

＊
子
を
養
育
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
や
、
親

に
高
度
な
障
が
い
が
あ
る
場
合
に
支
給
す

る
手
当
で
す
。

＊
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

＊
受
給
者
は
保
育
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

︹
保
育
料
減
免
の
問
い
合
わ
せ
先
︺
　

子
育
て
支
援
課
　
保
育
係
　
☎
64
︱
５
９
０
３

❖
４
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
払
月
で
す

～
﹁
市
民
全
員
が
監
視
者
﹂
と
な
り
、

　
　
き
れ
い
な
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
～

＊
廃
棄
物
を
燃
や
し
て
い
た
り（
野
焼
き
）、

不
法
投
棄
の
現
場
を
発
見
し
た
際
は
、市

ま
た
は
警
察
へ
通
報
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

＊
野
焼
き
を
行
っ
た
者
、廃
棄
物（
ご
み
）を

み
だ
り
に
捨
て
た
者
に
は
、５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
1,000
万
円
以
下
の
罰
金（
法

人
に
は
３
億
円
ま
で
加
重
が
あ
り
ま
す
）

ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。（
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第

25
条
）

❖
野
焼
き
は
例
外
を
除
き
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す

︿
野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
﹀

＊
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に

行
う
焼
却

＊
焚
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で

行
う
も
の
で
、
軽
微
な
焼
却
（
少
量
の
落

ち
葉
焚
き
な
ど
）

＊
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
の
焼
却
（
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
）

＊
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の
他

の
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
復
旧
の
た

め
の
焼
却
等

※
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
も
、

　
む
や
み
に
燃
や
し
て
良
い
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
御
消
防
署
（
☎
62
│

　
０
１
１
９
）
へ
届
け
出
を
す
る
と
と
も
に
、

４
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休

日
申
請
の
お
知
ら
せ

自
分
の
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に

「
本
人
通
知
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
へ

野
焼
き
・
廃
棄
物
（
ご
み
）
の
不
法

投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
　
・
問
／
市
民
課
　
市
民
係

　
☎
75
︱
２
０
０
７

申
込

問
／
市
民
課
　
市
民
係
　
☎
75
︱
２
０
０
７

問
／
福
祉
課
　
福
祉
推
進
係

　
☎
64
︱
８
８
８
８
　
Ⓕ
64
︱
８
８
８
０
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世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
設
立
さ
れ

た
日
に
、
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て
世
界
各
国

で
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
の
テ
ー
マ
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ

ッ
ジ
　
～
だ
れ
に
も
、
ど
こ
で
も
～
」
で
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ

（U
H

C

：U
niversal health coverage

）

　
す
べ
て
の
人
お
よ
び
す
べ
て
の
地
域
社
会

が
、
適
切
な
予
防
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、
必
要
な
時
に
、

支
払
い
可
能
な
費
用
で
受
け
ら
れ
る
状
態
の

こ
と
で
す
。

　
全
て
の
国
連
加
盟
国
は
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
Ｕ
Ｈ
Ｃ
を
達
成
す
る
よ
う
取
り
組
む
こ

と
に
合
意
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
人
口
の
少

な
く
と
も
半
数
は
、
依
然
と
し
て
必
要
な
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
て

い
ま
せ
ん
。
Ｕ
Ｈ
Ｃ
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
と
っ
て

最
大
の
目
標
で
す
。

燃
や
す
も
の
を
よ
く
乾
燥
さ
せ
、
風
向
き

　
・
時
間
帯
に
注
意
し
、
必
要
最
小
限
の
量

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
煙
や
に
お

い
が
多
く
出
そ
う
な
も
の
は
東
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
な
ど
し
て
、
焼

却
以
外
の
方
法
で
適
切
に
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

※
市
で
は
、
剪
定
枝
や
雑
草
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
燃
や
さ
ず

に
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
持
ち
込
む
等
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❖
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
処
分
し
ま
し
ょ
う

＊
不
法
投
棄
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
市
の

美
し
い
自
然
景
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
な

く
、
地
域
の
土
壌
や
水
質
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

＊
不
法
投
棄
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
生
活
環
境

が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法
投
棄
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」
意
識
を
も
ち
、
自
分
の
ご
み

は
自
分
で
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
平
成
31
年
度
中
に
次
の
年
齢
に
達
す
る
方

②
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、
心
臓
、
腎

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
障
害
、
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
障
害
を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
）

＊
接
種
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
　

　
（
２
０
２
０
年
）
３
月
31
日
ま
で

＊
接
種
回
数
　
接
種
期
間
内
に
１
回
の
み

＊
接
種
費
用
　
自
己
負
担
額
　
２
０
０
０
円

　
（
残
り
は
市
で
負
担
し
ま
す
）

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
お
よ
び
中
国

残
留
邦
人
の
方
は
助
成
あ
り

　
平
成
31
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）
か
ら
新

た
に
開
始
・
変
更
の
あ
る
予
防
接
種
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

❖
お
と
な
の
風
し
ん
予
防
接
種

　
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
年
）
４
月
２
日

～
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
年
）
４
月
１
日

生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
に
、
平
成
33
年
度

末
（
２
０
２
１
年
度
末
）
ま
で
の
３
年
間
、

原
則
無
料
で
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
、
も
し
く
は
健
康
診
断
を

受
診
す
る
機
会
に
抗
体
検
査
を
受
け
、
抗

体
価
が
低
い
と
判
定
さ
れ
た
方
は
予
防
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
市
よ
り
受
診
票
を
送
付

し
ま
す
。

❖
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
平
成
26
年
度
か
ら
５
年
間
行
わ
れ
て
い

た
、
65
歳
以
上
の
方
が
接
種
で
き
る
機
会

を
確
保
す
る
た
め
の
経
過
措
置
が
、
35
年

度
（
２
０
２
３
年
度
）
ま
で
延
長
と
な
り

ま
す
。

＊
31
年
度
の
対
象
者

　
次
の
①
の
表
ま
た
は
②
に
該
当
し
、
接

種
を
希
望
す
る
意
思
表
示
の
で
き
る
方
で
、

こ
れ
ま
で
に
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
市
民
の
方
（
平

成
26
年
～
30
年
に
行
わ
れ
た
経
過
措
置
の

際
に
接
種
さ
れ
た
方
も
対
象
外
と
な
り
ま

す
）

年　齢 対　象　生　年　月　日
65歳 昭和29年４月２日生～昭和30年４月１日生の方

70歳 昭和24年４月２日生～昭和25年４月１日生の方

75歳 昭和19年４月２日生～昭和20年４月１日生の方

80歳 昭和14年４月２日生～昭和15年４月１日生の方

85歳 昭和９年４月２日生～昭和10年４月１日生の方

90歳 昭和４年４月２日生～昭和５年４月１日生の方

95歳 大正13年４月２日生～大正14年４月１日生の方

100歳以上 大正８年４月２日以前に生まれた方

４
月
７
日
は
世
界
保
健
デ
ー

～H
ealth for All

～

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係
　
　
　
　

☎
64
︱
８
８
８
２

問
／
生
活
環
境
課
　
環
境
対
策
係

　
☎
64
︱
５
８
９
６

問
／
健
康
保
健
課
　
保
健
係

　
☎
64
︱
８
８
８
２
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❖
日
時
　
４
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
　
講
堂

❖
内
容
　
市
で
は
、
屋
内
運
動
施
設
（
特
設

プ
ー
ル
）
に
つ
い
て
、
国
内
唯
一
の
施
設

と
し
て
本
年
10
月
の
完
成
を
目
指
し
、
現

在
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
概
要
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
は
、
子
ど
も
会
・

育
成
会
の
活
動
中
に
生
じ
た
事
故
に
、
通
院

１
日
目
か
ら
見
舞
金
を
支
給
す
る
全
国
子
ど

も
会
連
合
会
の
制
度
で
す
。
市
で
は
、
会
費

を
全
額
補
助
し
、
加
入
を
促
進
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

❖
窓
口
　
各
区
の
育
成
会
長

❖
対
象
　
子
ど
も
会
、
育
成
会
活
動
中
に
被

　
っ
た
傷
害
ま
た
は
疾
病

❖
締
め
切
り
　
４
月
26
日
（
金
）

　
し
な
の
鉄
道
田
中
駅
前
「
ま
ち
な
か
交
流

ス
ペ
ー
ス
」
は
、
４
月
か
ら
水
曜
休
館
と
な

り
ま
す
。

※
休
館
日
で
も
、
電
話
等
で
の
観
光
に
関
す

　
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
対
応
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
相
談
員
が
個
別
に

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

❖
開
設
日
程
お
よ
び
相
談
日
程

　
（
開
設
日
：
第
３
ま
た
は
第
４
金
曜
日
）

＊
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
県
288
︱
３
）

４
月
19
日
、
６
月
21
日
、
８
月
23
日
、
９

月
20
日
、
10
月
18
日
、
11
月
15
日
、
12
月

20
日
、
平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）
１
月

17
日
、
２
月
21
日
、
３
月
27
日

＊
北
御
牧
庁
舎
２
階
（
大
日
向
337
）

　
５
月
17
日
、
７
月
19
日

❖
相
談
時
間
　
午
前
９
時
～
11
時

❖
受
付
時
間
　
午
前
８
時
45
分
～
10
時
30
分

❖
注
意
事
項
　
弁
護
士
に
よ
る
相
談
の
み
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
そ
の
他
の
相
談

は
、
当
日
受
付
し
ま
す
。

❖
相
談
内
容

＊
法
律
相
談
（
弁
護
士
） 

：
裁
判
、
訴
訟
、

契
約
、
債
権
債
務
、
損
害
賠
償
、
相
続
、

遺
言
な
ど
法
律
問
題
に
関
す
る
こ
と
。

＊
登
記
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
相
談
（
司

法
書
士
） 

：
登
記
手
続
き
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
問
題
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。

＊
人
権
相
談
（
人
権
擁
護
委
員
） 

：
結
婚
・

離
婚
、
隣
人
・
親
子
・
兄
弟
・
夫
婦
の
関

係
調
整
と
差
別
な
ど
人
権
に
関
す
る
こ
と
。

＊
行
政
相
談
（
行
政
相
談
委
員
） 

：
行
政
機

関
へ
の
各
種
申
請
手
続
き
、
要
望
、
陳
情
、

苦
情
な
ど
行
政
に
関
す
る
こ
と
。

❖
開
催
日
　
４
月
～
平
成
32
年
（
２
０
２
０

年
）
３
月
ま
で
の
毎
月
第
３
木
曜
日
（
８

月
は
第
４
木
曜
日
）

４
月
18
日
、
５
月
16
日
、
６
月
20
日
、
７

月
18
日
、
８
月
22
日
、
９
月
19
日
、
10
月

17
日
、
11
月
21
日
、
12
月
19
日
、
１
月
16

日
、
２
月
20
日
、
３
月
19
日

❖
時
間
　
午
後
１
時
30
分
、
午
後
２
時
30
分
、

午
後
３
時
30
分
の
い
ず
れ
か
の
時
間
か
ら

一
人
50
分
程
度

❖
場
所
　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
え
べ
や

（
東
御
市
商
工
会
内
：
田
中
178
番
地
２
）

❖
内
容
　
市
で
は
、
県
の
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信

州
と
連
携
し
て
、
若
者
（
40
歳
代
前
半
ま

で
の
方
）
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め
の
無

料
の
個
別
就
労
相
談
（
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
）
を
行
い
ま
す
。
就
職
活
動
に
つ
い

て
の
悩
み
・
相
談
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
応
募
書
類
の
添
削
や

面
接
指
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。

❖
相
談
員
　
資
格
を
有
す
る
相
談
員
が
対
応

し
ま
す
。

❖
対
象
　
市
内
出
身
の
学
生
ま
た
は
市
内
に

居
住
・
勤
務
す
る
40
歳
代
前
半
ま
で
の
方

❖
申
し
込
み
　
予
約
制
の
た
め
、
相
談
希
望

日
の
前
々
日
（
火
曜
日
）
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
事
前
予
約
が

な
い
場
合
は
相
談
で
き
ま
せ
ん
。
）

❖
そ
の
他
　
筆
記
用
具
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

湯
の
丸
特
設
プ
ー
ル
市
民
説
明
会

活
動
中
の
事
故
に
備
え
て「
子
ど
も
会

安
全
共
済
会
」へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

平
成
31
年
度

　人
権
よ
ろ
ず
相
談
所

ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
（
個
別
就
労
相

談
）
を
行
い
ま
す
！

ま
ち
な
か
交
流
ス
ペ
ー
ス

休
館
日
の
お
知
ら
せ

問
／
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
ス
ポ
ー
ツ
係
　
　
　
☎
75
︱
１
４
５
５

問
／
（
一
社
）
信
州
と
う
み
観
光
協
会

　
☎
62
︱
７
７
０
１

　
　
　H

P

　http://tom
ikan.jp/

　
　
（
商
工
観
光
課
　
観
光
係
）

問
／
教
育
課
　
青
少
年
教
育
係

　
☎
64
︱
５
９
０
６

　
　
・
問
／
商
工
観
光
課
　
商
工
労
政
係

　
☎
64
︱
５
８
９
５

　
東
御
市
商
工
会
　
☎
75
︱
５
５
３
６

申
込

　
　
・
問
／
人
権
同
和
政
策
課
　

　
　
　
　
　
人
権
同
和
政
策
係

　
☎
64
︱
５
９
０
２

申
込

メール配信

＠とうみあっと

（緊急情報等メール配信サービス）

　配信情報
　
市内火災情報、災害情報、
気象情報（警報・注意報）、
不審者情報など

■登録をご希望の方は、下記のメールアドレスへ空メールを！
tomi_jh@eml.city.tomi.nagano.jp

　／企画振興課　広報統計係　☎64－5806問
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※１　納期限（口座振替日）は、いずれも納期月の末日ですが、土・日曜日、祝日の場合は、日曜日、祝日の翌日
となります。なお、本年のみ４月は、新天皇即位の日の休日等の連休により５月７日（火）となります。

※２　口座振替日は、平成31年（2019年）12月30日（月）となりますので、ご注意ください。

❖納付場所
東御市役所　　　　信州うえだ農業協同組合
八十二銀行　　　　佐久浅間農業協同組合
三井住友銀行　　　上田信用金庫
長野県信用組合　　ゆうちょ銀行
長野銀行　　　　　長野県労働金庫

❖口座振替のお願い
　納税は、便利で安心な口座振替をご利用ください。
　また、口座振替日前に残高の確認をお願いします。
❖コンビニ納付
納付書にバーコードが印字されている場合は、コンビニ
エンスストアでも納付できます。

❖納税できる税
　市県民税、軽自動車税、国民健康保険税、固定資産税・都市計画税（督促手数料および延滞金含む）
❖納税窓口…市役所　税務課　
　・金融機関やコンビニでの満点リブカード・みまきスタンプ満点台紙による納税利用はできません。
　・満点リブカードは１枚500円分、みまきスタンプ満点台紙は300円分として利用できます。
　・税全額を満点リブカードおよびみまきスタンプ満点台紙で納税する際は、おつりがでませんのでご了承ください。

　／納税に関するお問い合わせは　税務課　収税管理係　☎64－5877
　　リブカードに関するお問い合わせは　東御市リブカード会・みまきスタンプ会（東御市商工会内）☎75－5536
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商工観光課　商工労政係　☎64－5895

❖その他料金等の口座振替日
＊毎月25日
　・市営住宅使用料　・保育料
　・上下水道料金（佐久水道企業団給水区域外）
＊毎月10日
　・上下水道料金（佐久水道企業団給水区域内）
※ただし、土・日・祝日の場合は、日・祝日の
翌日となります。

＊納税通知書および領収書は、最低５年間大切に
保管しましょう。

納
期
月

納期限※１

（口座振替日）

税　　　目

固定資産税
都市計画税

市県民税
（普通徴収）

国民健康保険税
（普通徴収） 軽自動車税 後期高齢者医療

保険料（普通徴収）
介護保険料

（普通徴収）

４月 ５月７日（火） １期
５月 ５月31日（金） 全期
６月 ７月１日（月） １期 １期
７月 ７月31日（水） ２期 ２期 １期 １期
８月 ９月２日（月） ２期 ３期 ２期 ２期
９月 ９月30日（月） ３期 ４期 ３期 ３期
10月 10月31日（木） ３期 ５期 ４期 ４期
11月 12月２日（月） ４期 ６期 ５期 ５期

12月
※２

１月６日（月）
  （12月30日（月））  ４期 ７期 ６期 ６期

１月 １月31日（金） ８期 ７期 ７期
２月 ３月２日（月） ９期 ８期 ８期
３月 ３月31日（火） 10期 ９期 ９期

平成31年度　市税等納期限　＜保存版＞

満点リブカード・みまきスタンプ満点台紙で納税できます

問
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　／とうみケーブルテレビ　☎67－2981　　企画振興課　広報統計係　☎64－5806問

　市では、はれラジを通して緊急情報や行政情報を放
送しています。左記のとおり、市からのお知らせや、
市の職員等が出演する番組の放送をしていますので、
ぜひお聴きください。
❖防災ラジオで聴くには

　市民の皆さまに無料貸与している防災ラジオの電
源を入れると、はれラジの放送が流れます。

❖スマートフォンで聴くには
　「FM＋＋（エフエムプラプラ）」のアプリをイン
ストール後、「はれラジ」を選択してください。市
内・市外を問わず、どこでもご利用いただけます。

❖パソコンで聴くには
　エフエムとうみのホームページから、「はれラジ
をパソコンで聴く！」をクリックしてください。
（アプリ・ホームページの利用料は無料ですが、通
信料は利用者負担となります。）

　／エフエムとうみ　☎63－1003　　
　　企画振興課　広報統計係　☎64－5806

スマートフォン用アプリ
「FM++」

１日 ㈪ どんどこ！巨大紙相撲大会　雷電東御場所

２日 ㈫ 第23回長野県小学生アンサンブル交歓会～前半～

３日 ㈬ 第23回長野県小学生アンサンブル交歓会～後半～

４日 ㈭ 平成30年度東御清翔高校学習発表会～前半～

５日 ㈮ 平成30年度東御清翔高校学習発表会～後半～

６日 ㈯ とうみ家族草子朗読会公演「黒たまご」

７日 ㈰ 月刊とうみキッズ３月号（和保育園、滋野保育園）

８日 ㈪ 月刊とうみチャンネル３月号～前半～

９日 ㈫ 月刊とうみチャンネル３月号～後半～

10日 ㈬ 平成30年度卒業式～東御清翔高校～

11日 ㈭ 平成30年度卒業式～東部中学校～

12日 ㈮ 平成30年度卒業式～北御牧中学校～

13日 ㈯
平成30年度卒業式～田中小学校～
　　～滋野小学校～（10時、16時、22時）
　　～袮津小学校～（11時、17時、23時）

14日 ㈰
平成30年度卒業式～和小学校～
　　　　　　　　～北御牧小学校～
　　　　　　　　　（10時、16時、22時）

15日 ㈪
平成31年加沢区立志式
TCTアーカイブ「平成を振り返る」（10時、16時、22時）
「みまきケーブルテレビ開局記念式典」

16日 ㈫

シンビズム２～信州ミュージアム・ネットワーク
が選んだ20人の作家たち～
TCTアーカイブ「平成を振り返る」（10時、16時、22時）
「1998年長野冬季オリンピック
　聖火リレーIN北御牧」

17日 ㈬
とうみ家族草子朗読会公演「黒たまご」
TCTアーカイブ「平成を振り返る」（10時、16時、22時）
「梅野記念絵画館・ふれあい館オープン」

18日 ㈭ TCTアーカイブ「平成を振り返る」
「オウム真理教入村絶対阻止運動」

19日 ㈮ TCTアーカイブ「平成を振り返る」
「北御牧村立村111年記念式典」

再

再

再

再

再

再

再

再

再

再

再

市民情報広場 ４月前半の放送予定

放送日 内　容 出　演

１～４日
人権よろず相談所について 人権同和政策課

しんたいからのお知らせ 身体教育医学研究所

８～11日 保健ごよみ 健康保健課

15～18日
クルミ黒斑細菌病防除に
ついて 農林課

北御牧地区の地域づくり 地域づくり・移住定住支援室

※４月より、市長が出演する「とうみ日和～ラジオ市長室～」を新
設し、「子育て応援団」の放送日時を変更します。３月まで放送
していた「そよ風にのせて」は、他番組と統合し廃止とします。

※これまでお知らせ版毎月１日号に掲載していたとうみチャン
ネル、はれラジの放送予定は、今後お知らせ版毎月16日号に
掲載します。

❖ラジオ市報とうみ　毎日　午前７時40分～　
　　　　　　　　　　午後０時40分～　午後６時40分～
❖告別式のお知らせ　毎日　午後６時50分～
❖子育て応援団　毎週火・木曜日　午後１時５分～午後１時20分
❖地域おこし協力隊活動中　毎週月曜日　午前９時30分～午前10時
❖とうみ日和～ラジオ市長室～　毎月第４火曜日　午前11時～正午
❖市民情報広場　毎週月～木曜日　午前８時35分～午前８時50分

とうみチャンネル番組表

行政情報ラジオ番組　はれラジ（エフエムとうみ）78.5MHzで放送中

４月１日（月）～19日（金）【放送時間　９時～　15時～　21時～】

問
〈お知らせ版 ３月１日号１ページ〉
　上田広域管内の火災発生件数に誤りがありまし
た。次のように訂正しておわび申し上げます。
　誤　昨年43件　前年より18件の減少
　正　昨年67件　前年より11件の減少

訂正とおわび
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　平成28年12月に新潟県糸魚川市で発生した大規模火災を受けて、火気を使用する飲食店に対する消防法令が改正
されました。これにより、小規模な飲食店にも平成31年（2019年）10月１日から消火器具の設置が義務化になります。

　※次の装置が設置されている場合は、延べ面積150㎡以上から設置が必要になります。
　　・調理油加熱防止装置（Siセンサー）
　　・自動消火装置（フード等用簡易自動消火設備）
　　・圧力感知（カセットコンロ）
❖飲食店とは　料理店、食堂、レストラン、喫茶店、スナック、居酒屋等が該当します。
❖火を使用する設備または器具

　熱源が電気のみの設備または器具は、直接火を使用するわけではないため、改正後の消防法
施行令第10条第１項１号ロに規定する「火を使用する設備または器具」には含まれません。

　例：電磁誘導加熱式調理器等（IHクッキングヒーター）
❖消火器設置の注意点
　・消火器は業務用のものを設置してください。

・火気を使用する部分から20ｍ以内の場所に設置してください。
・設置場所には「消火器」と表示した標識（８㎝以上×24㎝以上）を見やすい位置に表示にしてください。
❖消火器具設置後の維持管理について

　消火器具は６カ月ごとに点検し、その結果を１年に１回消防署へ報告することが必要です。
❖消火器具の設置対象となった飲食店は、消防署への「防火対象物使用開始届出書」の提出が必要となります。
　／東御消防署　予防係　☎62－0119

❖
日
時
　
４
月
29
日
（
月
・
祝
）

　
午
前
10
時
30
分
～
（
開
場
　
午
前
10
時
）

❖
場
所
　

　
祢
津
日
吉
神
社
境
内
　
東
町
歌
舞
伎
舞
台

❖
演
目
　

　
子
ど
も
歌
舞
伎
「
白
浪
五
人
男
」

　
（
祢
津
小
学
校
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
）

　
大
人
歌
舞
伎
「
奥
州
安
達
原
三
段
目
　
　

　
　
　
　
　
　
　
環た

ま
き
の
み
や宮

　
明あ

き
ご
て
ん

御
殿
の
場
」

　
（
祢
津
東
町
歌
舞
伎
保
存
会
）

❖
日
時
　
４
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
２
時

❖
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
　
講
義
室

❖
テ
ー
マ
　
東
御
市
の
ワ
イ
ン
を
中
心
と
し

た
６
次
化
の
取
り
組
み

❖
講
師
　

　
株
式
会
社
ヴ
ィ
ラ
デ
ス
ト
ワ
イ
ナ
リ
ー
　

　
代
表
取
締
役
社
長
　
小こ

に
し西

　
超

と
お
る 

氏

❖
日
時
　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
時
間
内
入
退
室
自
由

※
８
月
は
第
３
水
曜
の
21
日
（
水
）

　
２
月
は
第
１
水
曜
の
５
日
（
水
）
の
開
催

❖
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
大
広
間

❖
内
容
　
お
茶
を
飲
ん
で
過
ご
し
た
り
、
生

活
の
困
り
ご
と
を
相
談
し
た
り
、
身
体
を

動
か
し
た
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
通

じ
て
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
場
所
で
す
。

　
※
昼
食
が
必
要
な
方
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ア
イ
デ
ア

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
市
政
運
営
に
活
か
し

ま
す
。

❖
受
付
期
間
　

　
４
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

❖
提
言
の
テ
ー
マ

＊
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

改正前（９月30日まで）

延べ面積　150㎡以上で設置が必要

改正後（10月１日から）
①火を使用する設備または器具のある飲食店⇒面積に関係なく設置が必要 ※
②火を使用する設備または器具のない飲食店⇒延べ面積150㎡以上で設置が必要

➡

小規模な飲食店を経営する皆さまへ　消火器具の設置が義務化されます

地
芝
居
「
祢
津
東
町
歌
舞
伎
」
上
演

く
ら
し
の
会
講
演
会

多
世
代
交
流
サ
ロ
ン

お
い
で
よ
!!
サ
ン
サ
ン
広
場

市
政
へ
の
提
言「
私
の
ひ
と
こ
と
」

催
し

募
集

HP

問

問
／
教
育
課
　
文
化
財
係　

☎
75
︱
２
７
１
７

　
　
祢
津
東
町
歌
舞
伎
保
存
会
（
金
井
）

☎
０
９
０
︱
４
７
５
８
︱
６
２
６
９

問
／
く
ら
し
の
会
事
務
局

　
　
生
活
環
境
課
　
生
活
安
全
係

　
　
　
☎
64
︱
５
８
９
６

問
／
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
係

　
☎
62
︱
４
４
５
５
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❖
日
時
　
申
込
団
体
等
が
希
望
す
る
日
に
ち

　
・
時
間
帯
を
も
と
に
調
整
し
、
開
催
日
時

を
決
定
し
ま
す
。

※
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

＊
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

❖
提
言
書
の
記
入
方
法

　
　
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。
ま
た
、
投
書
箱
設
置
場
所
に
も

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

❖
提
言
書
の
送
付
方
法

　
投
書
箱
へ
の
投
か
ん
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
Ｅ
メ
ー
ル

❖
投
書
箱
の
設
置
場
所

　
市
役
所
本
館
１
階
、
北
御
牧
庁
舎
１
階
、

　
市
民
ラ
ウ
ン
ジ
、
中
央
公
民
館
２
階

❖
提
言
書
の
取
り
扱
い

＊
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
提
言
は
、
市
長
が
拝

見
し
、
市
長
の
指
示
に
よ
り
担
当
課
か
ら

回
答
い
た
し
ま
す
。

＊
正
確
な
記
入
が
な
い
場
合
は
、
回
答
し
ま

せ
ん
。

＊
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
編
集
し
た

う
え
で
、
市
報
と
う
み
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
匿
名
の
方
か
ら
の
提
言
、
ま
た
は
特
定
の

個
人
を
誹
謗
・
中
傷
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
回
答
し
ま
せ
ん
。

間
と
し
、
所
要
時
間
は
１
時
間
以
内
を
基

本
と
し
ま
す
。

（
右
記
以
外
で
の
開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
）

❖
場
所
　
原
則
、
市
役
所
内
（
応
相
談
）

❖
懇
談
テ
ー
マ
　
申
込
団
体
等
か
ら
提
案
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
等
）

※
市
長
と
語
る
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
単

な
る
相
談
や
要
望
を
受
け
る
場
所
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
建
設
的
な
意
見
交
換
の
場
と
な
る
よ
う

な
テ
ー
マ
を
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
対
象
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
者
が
半
数
以
上
在
籍
す
る
団
体
や
グ

ル
ー
プ
（
自
治
会
、
地
域
の
各
種
団
体
、

サ
ー
ク
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
学
校
等
）
。
参
加
人
数
は
概
ね
10
人

程
度
。

❖
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

し
て
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❖
日
時
　
６
月
29
日
（
土
）

　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時
（
予
定
）

❖
場
所
　
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル

❖
内
容
　
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
お
手
伝
い

※
イ
ベ
ン
ト
は
映
画
の
つ
ど
い
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

❖
対
象
　
男
女
共
同
参
画
に
興
味
の
あ
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も

❖
募
集
内
容
　
医
療
事
務
／
臨
時
職
員

❖
任
用
開
始
日
　
５
月
１
日
（
予
定
）

❖
申
込
期
限
　
４
月
15
日
（
月
）

❖
そ
の
他
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

　
ま
す
。

❖
勤
務
条
件
　
　

＊
任
用
期
間
　
６
カ
月
以
内
（
必
要
に
応
じ
、

市
の
基
準
に
よ
り
再
度
の
任
用
あ
り
）

＊
社
会
保
険
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

❖
勤
務
場
所
　
東
御
市
民
病
院

❖
募
集
人
数
　
１
名

❖
応
募
資
格
等
　
病
院
の
勤
務
経
験
お
よ
び

診
療
報
酬
請
求
事
務
の
経
験
が
あ
る
人
ま

た
は
専
門
知
識
を
有
す
る
人

❖
応
募
書
類
　
東
御
市
職
員
採
用
試
験
申
込

書
（
履
歴
書
）

※
応
募
書
類
は
原
則
返
却
し
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❖
応
募
締
切
　
随
時
受
付
　
※
採
用
者
が
決

ま
り
次
第
、
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

❖
採
用
試
験
　
書
類
選
考
の
上
面
接
を
行
い
、

採
用
を
決
定
し
ま
す
。
書
類
選
考
結
果
お

よ
び
面
接
日
に
つ
い
て
は
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

❖
日
時
　
　

　
甲
種
／
５
月
16
日
（
木
）
、
17
日
（
金
）

　
　
　
　
両
日
受
講
必
須

　
乙
種
／
５
月
16
日
（
木
）
の
１
日
の
み

　
　
　
　
受
講
（
甲
種
と
合
同
）

　
両
日
と
も
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

❖
対
象
　
防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
方

❖
場
所
　
上
田
市
真
田
中
央
公
民
館

❖
定
員
　
１
２
０
名
（
先
着
順
）

❖
受
講
料
　
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）
　
　

　
上
田
地
域
防
火
協
会
会
員
　

　
甲
種
／
２
０
０
０
円
　
乙
種
／
１
５
０
０
円

　
右
記
以
外
　
　
　
　
　
　
　

　
甲
種
／
４
０
０
０
円
　
乙
種
／
３
０
０
０
円

❖
申
し
込
み
　
４
月
16
日
（
火
）
午
前
９
時 

　
か
ら
受
付
を
開
始
。
左
記
窓
口
へ
直
接
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
申
込
不
可
）

市
長
と
語
る
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

市
民
病
院
の
臨
時
職
員
募
集

男
女
共
同
参
画
週
間
実
行
委
員
募
集

HP

HP

講
座
・
教
室

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理
者

　
　
　
　
　新
規
資
格
取
得
講
習
会

問
／
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

　
☎
64
︱
５
８
９
３
　
Ⓕ
63
︱
５
４
３
１

　
　
　kikaku@

city.tom
i.nagano.jp

　
　
・
問
／
人
権
同
和
政
策
課
　
男
女
共
同
参
画
係

　
☎
64
︱
５
９
０
２

申
込

申
込
　
　
・
問
／
東
御
市
民
病
院
　
庶
務
係

　
☎
62
︱
０
０
５
０

　
　
・
問
／
東
御
消
防
署
　
予
防
係
　

☎
62
︱
０
１
１
９

　
　
　
　
　
上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

　
予
防
課
　
☎
26
︱
０
０
２
９

申
込

　
　
・
問
／
企
画
振
興
課
　
企
画
政
策
係

　
☎
64
︱
５
８
９
３
　
Ⓕ
63
︱
５
４
３
１

　
　
　  kikaku@

city.tom
i.nagano.jp

申
込
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information
インフォメーション

❖
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

　
補
助
単
価
：
１
万
４
０
０
０
円
／
kW
　

　
　
　
　
　
　
上
限
７
万
円

❖
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
金

　
補
助
金
額
：
１
基
あ
た
り
３
万
円

（
た
だ
し
、
１
住
宅
に
つ
き
１
基
の
み
）

❖
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助
金

（
薪
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
）

　
補
助
金
額
：
設
置
費
用
の
５
分
の
１
　

　
　
　
　
　
　
上
限
５
万
円

❖
電
気
自
動
車
購
入
補
助
金

　
補
助
金
額
：
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動

　
　
　
　
　
　
車
導
入
事
業
費
補
助
金
（
Ｃ

　
　
　
　
　
　
Ｅ
Ｖ
補
助
金
）
の
５
分
の
１

❖
緑
化
推
進
事
業
補
助
金

　
花
壇
づ
く
り
の
た
め
の
花
苗
お
よ
び
資

材
、
機
械
の
借
上
料
な
ど
の
経
費
の
一
部

が
対
象
で
す
。

※
道
路
沿
線
、
公
民
館
、
集
会
所
等
に
区
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
花
苗
等
を
植
栽
す

る
場
合

❖
生
垣
設
置
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事

業
補
助
金

　
　
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去
し
た
り
、

生
垣
を
設
置
す
る
経
費
の
一
部
が
対
象
で
す
。

❖
日
時
　
５
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

❖
場
所
　
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
２
階
会
議
室

❖
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※
ダ
ン
ボ
ー
ル
式
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
基
材

等
は
、
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

❖
申
込
期
限
　
４
月
26
日
（
金
）
　
　

※
市
内
に
所
有
し
て
い
る
住
宅
ま
た
は
事
業

所
の
道
路
に
面
し
た
場
所
で
事
業
を
お
こ

な
う
場
合

❖
雨
水
貯
留
槽
設
置
補
助
金

　
　
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
に
要
す
る
経
費
が

対
象
で
す
。

※
貯
留
槽
本
体
お
よ
び
こ
れ
に
付
随
す
る
配

管
部
分
の
み
で
す
。

※
補
助
金
を
活
用
い
た
だ
く
際
は
、
必
ず
着

工
前
（
購
入
前
）
に
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
細
な
交
付
要
件
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

❖
注
意
事
項

＊
太
陽
光
・
太
陽
熱
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
補

助
金
は
、
工
事
着
工
前
に
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
者
本
人
が
居
住
す
る
、

市
内
の
住
宅
に
設
置
す
る
も
の
が
補
助
の

対
象
で
す
。

＊
電
気
自
動
車
購
入
補
助
金
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｖ
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
電
気
自
動
車
を
購

入
す
る
方
が
対
象
で
す
。

＊
当
年
度
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
受
付
を

終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○開催日／４月16日（火）～21日（日）  
○場　所／東御市文化会館サンテラスホール　展示室
○内　容／市内外の写真愛好家などが一堂に会して写真展

を開催します。風景・草花・祭・行事などの大
判写真約40点を展示します。

●問／東御市文化協会写真部会（滝澤）
　　　☎090−2448−2103

○日時／４月20日（土）午前10時～午前11時
○場所／上田創造館４階　プラネタリウム室
○内容／キーボード生演奏と星空の世界をお楽しみください。
●問／上田創造館　☎23−1111

　このたび海野保育園では、園舎のテラスのひさし増築工
事が完了しました。このひさしは、県森林づくり県民税を
活用した事業の支援を受け、県産材で作りました。
　県産材のヒノキ・杉・カラマツなどは、裸足で遊ぶ子ど
もたちの体に心地よい環境となっています。見学を希望さ
れる方はご連絡の上、お出かけください。
●問／海野保育園　☎62−2800

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
補
助
金

補
助
金

緑
化
等
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に

関
す
る
補
助
金
制
度

ダ
ン
ボ
ー
ル
式
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

講
習
会

HP

HP

第４回　東御市総合写真展

音楽と星空のコラボレーション企画

春の星座と神話

海野保育園からのお知らせ

      

 掲載をご希望の方は、希望掲載日（毎月１日・1６日）
の２カ月前までに下記へご連絡ください。ただし、市
の基準により掲載できない場合もあります。
●東御市企画振興部企画振興課 広報担当まで
　
　☎64－5806 Ⓕ63－5431

　shiho-tomi＠city.tomi.nagano.jp

　
　
・
問
／
生
活
環
境
課
　

　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係

　
　
　
　
　
（
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

☎
・
Ⓕ
63
︱
６
８
１
４

申
込

　
　
・
問
／
生
活
環
境
課
　
環
境
対
策
係
　

☎
64
︱
５
８
９
６

申
請

申
請
　
　
・
問
／
建
設
課
　
都
市
計
画
係

　
☎
64
︱
５
９
１
４
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長
野
県
が
展
開
す
る
健
康
づ
く
り
県
民

運
動
を
「
信
州
A
C
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
呼
び
ま
す
。

　

A
C
E
は
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果

の
あ
る
A
c
t
i
o
n
（
体
を
動
か
す
）、

C
h
e
c
k
（
健
診
を
受
け
る
）、
E
a
t

（
健
康
に
食
べ
る
）
と
表
し
、
世
界
で
一

番
（
A
C
E
）
の
健
康
長
寿
を
目
指
す
と

い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
市
も
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
、
連
動
し
て

健
康
づ
く
り
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
25
～
29
年
度
国
民
健
康

保
険
加
入
者
（
40
歳
～
74
歳
）
の
健
診
結

果
を
分
析
し
た
結
果
と
経
年
変
化
を
基
に
、

保
健
補
導
員
会
と
地
域
づ
く
り
の
会
の
共

催
で
健
康
課
題
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
市
全
体
の
特
徴
を
お
伝

え
し
ま
す
。

～
東
御
市
の
特
徴
～

①
急
性
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
る
人
の
割
合

が
多
い

②
健
診
で
血
糖
（
H
b
A
1
c
（
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
5
・
6
以
上
）

要
注
意
の
人
が
多
い

～
5
年
間
の
変
化
～

①
血
糖
要
注
意
の
人
が
減
少
傾
向
だ
が
、

県
・
国
の
平
均
よ
り
高
い

②
中
性
脂
肪
要
注
意
（
中
性
脂
肪
1
5
0

以
上
）
の
人
は
変
化
せ
ず
、
多
い
ま
ま

　

中
性
脂
肪
が
高
い
原
因
は
、
食
べ
過
ぎ

と
運
動
不
足
で
す
。
中
性
脂
肪
が
高
い
状

態
が
続
く
と
肥
満
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
な
り
動
脈
硬
化
が
進
み
、
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
が
発
症
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

年
に
1
度
は
特
定
健
診
（
健
康
診
査
）

を
受
け
て
、
自
身
の
経
過
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

次
回
は
「
食
事
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

生
き
活
き 

長
生
き
健
康
と
う
み

信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
う
み
編

健康保健課
保健係
☎64-8882
健康増進係
☎64-8883

健
診
結
果
か
ら
見
た

中
性
脂
肪
要
注
意
の
割
合

職員の処分について
　先般、勤務時間外ではありますが、
市内において、本市職員の酩酊状態に
おける不適切な行動行為の事実があり、
相手先に対し多大なご迷惑をおかけい
たしました。
　このことは、公務員としての認識に
欠けており社会的影響は大きいと判断
し、当該職員に対し、次のとおり処分
を行いましたので、公表します。

●酩酊状態における不適切な行動行為
　（平成 31 年２月８日発生）
◦処分対象者及び処分内容
　　　都市整備部　主査　43 歳
　　　10％減給（6 か月）
◦処分年月日　平成 31 年 3 月 12 日

●問い合わせ先
　総務課　総務係　☎64－5876

　

平
成
31
年
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月

21
日
開
会
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
初
日
に
は
、
平
成
31
年
度
の

一
般
・
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計

の
各
予
算
案
の
ほ
か
、
平
成
30
年
度
各
会

計
の
補
正
予
算
案
、
条
例
案
、
人
事
案
等

合
計
34
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
第
2
号
で
3
議
案
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
か
ら
８
日
に
は
、
市
長
の
施

政
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
５
会
派
の
代
表

質
問
と
７
名
の
議
員
か
ら
個
人
質
問
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

８
日
お
よ
び
11
日
に
は
、
総
括
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

12
日
か
ら
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ

た
議
案
等
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

20
日
に
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催

市
議
会
3
月
定
例
会 

平
成
31
年
度
各
会
計
予
算
等
を
審
議

さ
れ
、
常
任
委
員
会
で
予
備
審
査
さ
れ
た

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
審
議
結
果
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
発
行
の
「
市

議
会
だ
よ
り
（
第
61
号
）」
に
掲
載
さ
れ

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局
　
☎
64

－

５
８
１
０

5
地
区
別

健
康
課
題
学
習
会
に
つ
い
て

中性脂肪150以上の割合
160.0

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

長野県　男性

※国平均を100とした場合
東御市　男性

長野県　女性
東御市　女性

H25年 H26年 H27年 H28年 H29年
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副
院
長

  

服
部
　
和
裕

副
院
長

  

岩
橋
　
輝
明

平成31年度 東御市の組織一覧です市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
小山　隆文

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
課
長
兼
務
）

黒
柳
　
智
生

寺
田
　
嘉
彦

滝
澤
　
嘉
紀

大
塚
　
伸
夫

川
口
　
眞
廣

（
防
災
係
長
兼
務
）

小
山
　
　
建

掛
川
　
一
郎

柳
沢
眞
由
美

（
課
長
兼
務
）

小
宮
山
勇
司

（
室
長
兼
務
）

若
林
　
哲
也

山
崎
　
直
樹

西
澤
　
好
美

安
川
　
祐
介

竹
内
　
衣
郁

小
森
　
忠
久

上
原
　
代
夫

山
浦
　
晃
隆

渡
邉
　
忠
信

山
内
　
智
晴

（
課
長
兼
務
）

岩
下
　
由
美

下
條
　
武
志

秘
書
係
長

上
野
　
清
司

（
医
事
係
長
兼
務
）

（
診
療
部
長
兼
務
）

（
医
療
事
務
部
長
兼
務
）

徳
平
　
　
厚

福
澤
　
陽
子

高
橋
　
茂
雄

中
沢
　
栄
一

須
貝
美
津
枝

山
家
　
　
誠

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

竹
重
　
雅
晴

岩
下
か
お
り

竹
内
　
英
輝

金
井
　
節
子

山
崎
　
隆
史

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

齋
藤
　
文
護

森
山
　
悦
代

小
林
　
裕
次

土
屋
　
岳
史

堀
田
　
雄
二

正
村
　
宣
広

小
宮
山
直
樹

小
宮
山
久
美

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
学
校
教
育
係
長
兼
務
）

庶
務
係
長

医
事
係
長

診
療
情
報
管
理
係

健
康
管
理
科
保
健
師
長

地
域
連
携
科

　
看
護
師
長

内
科
部
長

産
婦
人
科
部
長

外
科
部
長

内
科
医
長

管
理
栄
養
士
長

臨
床
工
学
技
士
長

診
療
放
射
線
技
師
長

平
林
満
智
子

視
能
訓
練
士
長

病
棟
科

　
看
護
師
長

　
副
看
護
師
長

外
来
科

　
看
護
師
長

手
術
室
・
内
視
鏡
室

　
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

副
診
療
所
長（
内
科
）

庶
務
係
長

課
長
補
佐
学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

青
少
年
教
育
係
長

人
権
同
和
教
育
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
係
長

課
長
補
佐

社
会
教
育
・
公
民
館
係
長

主
幹
北
御
牧
庁
舎

総
合
担
当

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

井
出
　
政
之

患
者
支
援
部
長

（
看
護
部
長
兼
務
）

健
康
管
理
部
長

（
看
護
部
長
兼
務
）

診
療
技
術
部

診
療
部
長

  

川
瀨
　
泰
弘

医
療
事
務
部
長

  

柳
澤
　
嘉
和

診
療
情
報
管
理
部
長

（
医
療
事
務
部
長
兼
務
）

教
育
課
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  

柳
澤
　
秀
夫

〈
議
会
事
務
局
〉（
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
）

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

生
涯
学
習
課
長

（
教
育
次
長
兼
務
）

庶
務
係
長

（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
務
）

（
担
い
手
支
援
係
長
兼
務
）

柳
橋
　
　
智

庶
務
係
長

事
務
局
次
長

（
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

林
　
　
昌
男

事
務
局
次
長

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

渋
谷
　
隆
志

岩
下
　
雄
司

介
護
障
が
い
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

事
務
局
次
長

企
画
課
長

  

柳
澤
　
　
亮

〈
身
体
教
育
医
学
研
究
所
〉

所
長

  

岡
田
　
真
平

〈
北
佐
久
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
〉

看
護
部
長

  

新
納
　
郁
子

助
産
所
と
う
み

総
務
課
長

  

小
菅
　
武
志

副
参
事

  

翠
川
　
洋
子

総
務
部
長

  

堀
内
　
和
子

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

市
民
生
活
部
長

  

塚
田
　
　
篤

企
画
振
興
部
長

  

岩
下
　
正
浩

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  

吉
澤
　
健
二

産
業
経
済
部
長

  

金
井
　
　
泉

都
市
整
備
部
長

  

土
屋
　
親
功

参
事
会
計
管
理
者

  

野
村
　
伸
弥

消
防
課
長

  

武
舎
　
徳
夫

企
画
振
興
課
長

  

井
上
　
祐
一

市
民
課
長

  

中
條
万
里
子

子
育
て
支
援
課
長

  

坂
口
　
光
枝

健
康
保
健
課
長

  

小
松
　
信
子

農
林
課
長

  

関
　
　
博
一

商
工
観
光
課
長

  

瀬
下
　
澄
仁

建
設
課
長

  

富
山
　
直
彦

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

勝
山
　
　
修 

      

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

  

山
田
　
正
仁

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
室
長

  

樋
沢
　
　
聡

事
務
長

  

武
舎
　
和
博

（
再
任
用
）

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

  
小
林
　
哲
三

議
会
事
務
局
長

  

横
関
　
政
史

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

赤
尾
　
秀
彦

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

小
林
　
秀
行

課
長
補
佐

総
務
係
長

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

課
長
補
佐

財
政
係
長

防
災
係
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

企
画
政
策
係
長

消
防
団
係
長

消
防
施
設
係
長

課
長
補
佐

広
報
統
計
係
長

文
化
係
長

課
長
補
佐

ス
ポ
ー
ツ
係
長

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
係
長

住
民
税
係
長

資
産
税
係
長

収
税
管
理
係
長

主
幹
収
納
対
策

セ
ン
タ
ー
次
長

国
保
年
金
係
長

市
民
係
長

生
活
環
境
課
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長

  

高
藤
　
博
幸

環
境
対
策
係
長

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

課
長
補
佐

生
活
安
全
係
長

税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

坂
井
　
美
嗣

課
長
補
佐

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

課
長
補
佐

子
育
て
支
援
係
長

保
育
係
長

滋
野
保
育
園
長

田
中
保
育
園
長

祢
津
保
育
園
長

課
長
補
佐

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

福
祉
推
進
係
長

課
長
補
佐

福
祉
援
護
係
長

課
長
補
佐

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
健
係
長

課
長
補
佐

健
康
増
進
係
長

課
長
補
佐

農
政
係
長

課
長
補
佐

担
い
手
支
援
係
長

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

課
長
補
佐

観
光
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

管
理
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

課
長
補
佐

業
務
係
長

水
道
係
長

下
水
道
係
長

会
計
課
長

（
会
計
管
理
者
兼
務
）

出
納
係
長

春
原
　
和
美

竹
内
　
美
衣

春
日
井
真
由
美

小
林
己
和
子

菊
地
美
和
子

安
原
　
武
志

荒
井
　
秀
夫

早
川
み
ど
り

重
田
　
雄
一

武
井
　
淳
一

花
岡
　
清
一

深
井
　
芳
信

織
田
　
秀
雄

金
井
　
清
明

清
水
　
　
悟

小
林
　
幸
司

上
田
　
仁
史

武
田
　
英
俊

大
塚
　
明
成

所
　
　
健
一

高
橋
　
則
幸

中
山
　
尉
織

武
井
　
英
朗

五
十
嵐
好
枝

み
ま
き
温
泉
診
療
所

診
療
所
長

（
整
形
外
科
） 

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
を
総
合
的
か
つ
効

率
的
に
推
進
す
る
た
め
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室
を「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」と
し
、課
内
に「
文

化
係
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
14
名
）

手
塚
小
百
合（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）／
羽
田

克
俊（
地
域
づ
く
り
・
移
住
定
住
支
援
室
）／
伊
藤

裕
幸（
生
活
環
境
課
）／
出
口
栞
里（
子
育
て
支
援

課
）／
長
岡
美
津
子（
子
育
て
支
援
課
）／
依
田
麻

友
香（
福
祉
課
）／
渡
邉
美
咲（
健
康
保
健
課
）／
土

組
織
の
変
更
等

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

屋
綾（
農
林
課
）／
鈴
木
優（
建
設
課
）／
掛
川
隆
司

（
建
設
課
）／
藤
川
昌
宏（
建
設
課
）／
滝
澤
善
輝

（
上
下
水
道
課
）／
齋
藤
文
護（
み
ま
き
温
泉
診
療

所
副
診
療
所
長
）／
松
本
路
生（
市
民
病
院
診
療
技

術
部
）

●
退
職
者（
平
成
31
年
3
月
31
日
付
11
名
）

掛
川
卓
男（
総
務
部
長
）／
武
舎
和
博（
市
民
病
院

事
務
長
）／
柳
澤
利
幸（
健
康
福
祉
部
長
）／
関
一

法（
都
市
整
備
部
長
）／
北
沢
美
良（
子
育
て
支
援

課
副
参
事
）／
寺
島
秀
子（
子
育
て
支
援
課
主
査
）

／
谷
川
幸
弘（
市
民
病
院
看
護
部
長
）／
赤
尾
あ
や

子（
子
育
て
支
援
課
主
査
）／
竹
内
郁
子（
子
育
て

支
援
課
主
査
）／
佐
野
裕
一（
税
務
課
主
査
）／
西

澤
梓（
子
育
て
支
援
課
主
任
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名

　4月1日付けで、市職員の人事異動を行いました。本年度もよろしくお願いします。

６
次
産
業
化
推
進
室
長

  

山
邉
　
　
修

臨
床
検
査
技
師
長

理
学
療
法
士
長

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
新
設

副
参
事

  
中
村
　
昌
彦
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副
院
長

  

服
部
　
和
裕

副
院
長

  

岩
橋
　
輝
明

平成31年度 東御市の組織一覧です市　長
花岡　利夫

副市長
田丸　基廣

〈
市
民
病
院
〉

教育長
小山　隆文

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

（
課
長
兼
務
）

黒
柳
　
智
生

寺
田
　
嘉
彦

滝
澤
　
嘉
紀

大
塚
　
伸
夫

川
口
　
眞
廣

（
防
災
係
長
兼
務
）

小
山
　
　
建

掛
川
　
一
郎

柳
沢
眞
由
美

（
課
長
兼
務
）

小
宮
山
勇
司

（
室
長
兼
務
）

若
林
　
哲
也

山
崎
　
直
樹

西
澤
　
好
美

安
川
　
祐
介

竹
内
　
衣
郁

小
森
　
忠
久

上
原
　
代
夫

山
浦
　
晃
隆

渡
邉
　
忠
信

山
内
　
智
晴

（
課
長
兼
務
）

岩
下
　
由
美

下
條
　
武
志

秘
書
係
長

上
野
　
清
司

（
医
事
係
長
兼
務
）

（
診
療
部
長
兼
務
）

（
医
療
事
務
部
長
兼
務
）

徳
平
　
　
厚

福
澤
　
陽
子

高
橋
　
茂
雄

中
沢
　
栄
一

須
貝
美
津
枝

山
家
　
　
誠

田
口
美
由
紀

荻
原
　
良
章

竹
重
　
雅
晴

岩
下
か
お
り

竹
内
　
英
輝

金
井
　
節
子

山
崎
　
隆
史

黒
澤
か
お
り

藤
沢
　
祐
子

齋
藤
　
文
護

森
山
　
悦
代

小
林
　
裕
次

土
屋
　
岳
史

堀
田
　
雄
二

正
村
　
宣
広

小
宮
山
直
樹

小
宮
山
久
美

（
市
民
病
院
庶
務
係
長
兼
務
）

（
学
校
教
育
係
長
兼
務
）

庶
務
係
長

医
事
係
長

診
療
情
報
管
理
係

健
康
管
理
科
保
健
師
長

地
域
連
携
科

　
看
護
師
長

内
科
部
長

産
婦
人
科
部
長

外
科
部
長

内
科
医
長

管
理
栄
養
士
長

臨
床
工
学
技
士
長

診
療
放
射
線
技
師
長

平
林
満
智
子

視
能
訓
練
士
長

病
棟
科

　
看
護
師
長

　
副
看
護
師
長

外
来
科

　
看
護
師
長

手
術
室
・
内
視
鏡
室

　
看
護
師
長

助
産
師
長（
助
産
所
長
）

副
助
産
師
長（
副
助
産
所
長
）

副
診
療
所
長（
内
科
）

庶
務
係
長

課
長
補
佐
学
校
教
育
係
長

兼
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

青
少
年
教
育
係
長

人
権
同
和
教
育
係
長

課
長
補
佐

文
化
財
係
長

課
長
補
佐

社
会
教
育
・
公
民
館
係
長

主
幹
北
御
牧
庁
舎

総
合
担
当

図
書
館
係
長

秘
書
課
長

  

井
出
　
政
之

患
者
支
援
部
長

（
看
護
部
長
兼
務
）

健
康
管
理
部
長

（
看
護
部
長
兼
務
）

診
療
技
術
部

診
療
部
長

  

川
瀨
　
泰
弘

医
療
事
務
部
長

  

柳
澤
　
嘉
和

診
療
情
報
管
理
部
長

（
医
療
事
務
部
長
兼
務
）

教
育
課
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長

  

柳
澤
　
秀
夫

〈
議
会
事
務
局
〉（
公
平
委
員
会
事
務
局
兼
務
）

〈
監
査
委
員
事
務
局
〉

〈
農
業
委
員
会
事
務
局
〉

〈
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
〉

〈
土
地
開
発
公
社
〉

生
涯
学
習
課
長

（
教
育
次
長
兼
務
）

庶
務
係
長

（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
務
）

（
担
い
手
支
援
係
長
兼
務
）

柳
橋
　
　
智

庶
務
係
長

事
務
局
次
長

（
総
務
係
長
兼
務
）

書
記
次
長

（
契
約
財
産
係
長
兼
務
）

事
務
局
次
長

事
務
局
次
長

  

林
　
　
昌
男

事
務
局
次
長

（
監
査
委
員
事
務
局
次
長
兼
務
）

書
記
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
総
務
課
長
兼
務
）

事
務
局
長

（
農
林
課
長
兼
務
）

〈
上
田
地
域
広
域
連
合
〉

渋
谷
　
隆
志

岩
下
　
雄
司

介
護
障
が
い
審
査
課

課
長
補
佐
管
理
係
長

事
務
局
次
長

企
画
課
長

  

柳
澤
　
　
亮

〈
身
体
教
育
医
学
研
究
所
〉

所
長

  

岡
田
　
真
平

〈
北
佐
久
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
〉

看
護
部
長

  

新
納
　
郁
子

助
産
所
と
う
み

総
務
課
長

  

小
菅
　
武
志

副
参
事

  

翠
川
　
洋
子

総
務
部
長

  

堀
内
　
和
子

院
　
長

  

結
城
　
　
敬

市
民
生
活
部
長

  

塚
田
　
　
篤

企
画
振
興
部
長

  

岩
下
　
正
浩

健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長

  
吉
澤
　
健
二

産
業
経
済
部
長

  

金
井
　
　
泉

都
市
整
備
部
長

  

土
屋
　
親
功

参
事
会
計
管
理
者

  

野
村
　
伸
弥

消
防
課
長

  

武
舎
　
徳
夫

企
画
振
興
課
長

  

井
上
　
祐
一

市
民
課
長

  

中
條
万
里
子

子
育
て
支
援
課
長

  

坂
口
　
光
枝

健
康
保
健
課
長

  

小
松
　
信
子

農
林
課
長

  

関
　
　
博
一

商
工
観
光
課
長

  

瀬
下
　
澄
仁

建
設
課
長

  

富
山
　
直
彦

上
下
水
道
課
長

企
業
出
納
員

  

勝
山
　
　
修 

      

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

  

山
田
　
正
仁

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
室
長

  

樋
沢
　
　
聡

事
務
長

  

武
舎
　
和
博

（
再
任
用
）

教
育
次
長

兼
教
育
部
長

  

小
林
　
哲
三

議
会
事
務
局
長

  

横
関
　
政
史

監
査
委
員
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
長
兼
務
）

人
権
同
和
政
策
課
長

兼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
長

  

赤
尾
　
秀
彦

福
祉
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

  

小
林
　
秀
行

課
長
補
佐

総
務
係
長

課
長
補
佐

契
約
財
産
係
長

課
長
補
佐

財
政
係
長

防
災
係
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

企
画
政
策
係
長

消
防
団
係
長

消
防
施
設
係
長

課
長
補
佐

広
報
統
計
係
長

文
化
係
長

課
長
補
佐

ス
ポ
ー
ツ
係
長

地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
係
長

住
民
税
係
長

資
産
税
係
長

収
税
管
理
係
長

主
幹
収
納
対
策

セ
ン
タ
ー
次
長

国
保
年
金
係
長

市
民
係
長

生
活
環
境
課
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長

  

高
藤
　
博
幸

環
境
対
策
係
長

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
係
長

課
長
補
佐

生
活
安
全
係
長

税
務
課
長

兼
収
納
対
策
セ
ン
タ
ー
長

  

坂
井
　
美
嗣

課
長
補
佐

人
権
同
和
政
策
係
長

男
女
共
同
参
画
係
長

課
長
補
佐

子
育
て
支
援
係
長

保
育
係
長

滋
野
保
育
園
長

田
中
保
育
園
長

祢
津
保
育
園
長

課
長
補
佐

和
保
育
園
長

北
御
牧
保
育
園
長

福
祉
推
進
係
長

課
長
補
佐

福
祉
援
護
係
長

課
長
補
佐

高
齢
者
係
長

課
長
補
佐

地
域
包
括
支
援
係
長

課
長
補
佐

保
健
係
長

課
長
補
佐

健
康
増
進
係
長

課
長
補
佐

農
政
係
長

課
長
補
佐

担
い
手
支
援
係
長

耕
地
林
務
係
長

課
長
補
佐

商
工
労
政
係
長

課
長
補
佐

観
光
係
長

課
長
補
佐

住
宅
係
長

管
理
係
長

都
市
計
画
係
長

課
長
補
佐

土
木
係
長

課
長
補
佐

業
務
係
長

水
道
係
長

下
水
道
係
長

会
計
課
長

（
会
計
管
理
者
兼
務
）

出
納
係
長

春
原
　
和
美

竹
内
　
美
衣

春
日
井
真
由
美

小
林
己
和
子

菊
地
美
和
子

安
原
　
武
志

荒
井
　
秀
夫

早
川
み
ど
り

重
田
　
雄
一

武
井
　
淳
一

花
岡
　
清
一

深
井
　
芳
信

織
田
　
秀
雄

金
井
　
清
明

清
水
　
　
悟

小
林
　
幸
司

上
田
　
仁
史

武
田
　
英
俊

大
塚
　
明
成

所
　
　
健
一

高
橋
　
則
幸

中
山
　
尉
織

武
井
　
英
朗

五
十
嵐
好
枝

み
ま
き
温
泉
診
療
所

診
療
所
長

（
整
形
外
科
） 

  

奥
泉
　
宏
康

派

　遣

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
を
総
合
的
か
つ
効

率
的
に
推
進
す
る
た
め
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

室
を「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」と
し
、課
内
に「
文

化
係
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
14
名
）

手
塚
小
百
合（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）／
羽
田

克
俊（
地
域
づ
く
り
・
移
住
定
住
支
援
室
）／
伊
藤

裕
幸（
生
活
環
境
課
）／
出
口
栞
里（
子
育
て
支
援

課
）／
長
岡
美
津
子（
子
育
て
支
援
課
）／
依
田
麻

友
香（
福
祉
課
）／
渡
邉
美
咲（
健
康
保
健
課
）／
土

組
織
の
変
更
等

職
員
の
新
規
採
用
及
び
退
職

屋
綾（
農
林
課
）／
鈴
木
優（
建
設
課
）／
掛
川
隆
司

（
建
設
課
）／
藤
川
昌
宏（
建
設
課
）／
滝
澤
善
輝

（
上
下
水
道
課
）／
齋
藤
文
護（
み
ま
き
温
泉
診
療

所
副
診
療
所
長
）／
松
本
路
生（
市
民
病
院
診
療
技

術
部
）

●
退
職
者（
平
成
31
年
3
月
31
日
付
11
名
）

掛
川
卓
男（
総
務
部
長
）／
武
舎
和
博（
市
民
病
院

事
務
長
）／
柳
澤
利
幸（
健
康
福
祉
部
長
）／
関
一

法（
都
市
整
備
部
長
）／
北
沢
美
良（
子
育
て
支
援

課
副
参
事
）／
寺
島
秀
子（
子
育
て
支
援
課
主
査
）

／
谷
川
幸
弘（
市
民
病
院
看
護
部
長
）／
赤
尾
あ
や

子（
子
育
て
支
援
課
主
査
）／
竹
内
郁
子（
子
育
て

支
援
課
主
査
）／
佐
野
裕
一（
税
務
課
主
査
）／
西

澤
梓（
子
育
て
支
援
課
主
任
）

※

カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名

　4月1日付けで、市職員の人事異動を行いました。本年度もよろしくお願いします。

６
次
産
業
化
推
進
室
長

  

山
邉
　
　
修

臨
床
検
査
技
師
長

理
学
療
法
士
長

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
新
設

副
参
事

  

中
村
　
昌
彦
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中
核
と
な
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
消
防
団
の
再
編
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
消

防
団
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

地
区

分　団
（定数） 消防部 関　係　区　（管　轄）

田
中

第一分団
（128 人）

第一部 加沢区
第二部 常田区
第三部 田中区、城ノ前区
第四部 県区
第五部 本海野区、白鳥台区　
第六部 西海野区

滋
野

第二分団
（118 人）

第一部 赤岩区、片羽区、桜井区
第二部 大石区、乙女平区、王子平区
第三部 中屋敷区、別府区、原口区、聖区

祢
津

第三分団
（128 人）

第一部 新張区、出場区、湯の丸区、奈良原区、
鞍掛自治区、リードリーくらかけ区

第二部 東町区、西宮区、祢津南区、姫子沢区、滝の沢区
第三部 金井区、新屋区、伊勢原区

和 第四分団
（132 人）

第一部 東上田区、大川区、寺坂区
第二部 田沢区、栗林区、西入区、東入区
第三部 海善寺区、日向が丘区、海善寺北区、睦区
第四部 曽根区、東深井区、西深井区

北
御
牧

第五分団
（102 人）

第一部 田楽平区、上八重原区、中八重原区、白樺区、
芸術むら区

第二部 下八重原区、大日向区、光ヶ丘区
第三部 羽毛山区、牧ヶ原区

第六分団
（128 人）

第一部 切久保区、八反田区、本下之城区
第二部 田之尻区、宮区、畔田区
第三部 御牧原南部区、御牧原北部区
第四部 布下区、常満区、島川原区

　
４
月
２
日
よ
り
東
御
市
消
防
団
が
新
た

な
組
織
体
制
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
は
も
と
よ
り
、

様
々
な
災
害
現
場
で
の
活
動
が
期
待
さ
れ

る
消
防
団
。
市
と
消
防
団
で
は
協
働
で
消

防
団
組
織
の
再
編
に
取
り
組
み
、
直
面
す

る
諸
課
題
を
解
決
し
、
よ
り
力
強
い
活
動

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
再
編
の
内
容
や
今
後
の
消

防
団
活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

消
防
団
が
直
面
す
る
課
題
と
し
て
、
①

な
り
手
の
不
足
に
よ
る
団
員
数
減
少
と
高

齢
化
、
②
消
防
団
未
組
織
区
等
の
管
轄
区

域
の
不
明
瞭
さ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
再
編
で
は
、
そ
う
し
た
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
次
の
こ
と
に
着

手
し
ま
し
た
。

①
既
存
消
防
部
の
統
合

　

団
員
数
の
減
少
は
、
活
動
の
最
小
単
位

と
な
る
消
防
部
の
通
常
活
動
に
様
々
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地

理
的
条
件
や
活
動
の
歴
史
等
に
よ
り
41
の

消
防
部
を
23
の
消
防
部
へ
統
合
し
、
消
防

部
毎
の
人
数
を
増
員
し
各
種
活
動
の
充
実

強
化
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

地
区
を
基
本
区
域
と
す
る
分
団
内
の
全
て

の
消
防
部
が
出
動
し
連
携
、
協
力
し
て
災

東
御
市
消
防
団
が
新
体
制
で
活
動
ス
タ
ー
ト

～ 

消
防
団
組
織
の
再
編
に
つ
い
て 

～

■
再
編
の
内
容

害
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

②
市
内
全
て
の
区
を
管
轄

　

今
ま
で
、
消
防
団
未
組
織
の
区
は
、
災

害
出
動
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
広
報
や
警

戒
活
動
、
消
防
設
備
の
点
検
等
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
市
内
全
域

を
活
動
範
囲
と
し
、
統
一
し
た
目
的
や
手

法
に
よ
り
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
参
加
い
た
だ
く
区
内

か
ら
も
積
極
的
な
団
員
勧
誘
を
行
い
、
団

員
の
確
保
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
自
衛
消
防
隊
は
12
月
ま
で
を
消

防
団
と
の
引
き
継
ぎ
期
間
と
し
て
、
今
ま

で
の
活
動
を
踏
襲
す
る
中
で
、
消
防
団
活

動
に
一
本
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
組
織
再
編
後
の
体
制
、
関
係
す
る
区
お

よ
び
定
数
は
下
表
の
通
り
で
す
。

　
『
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力

の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
』
が
施
行
さ

れ
、
地
域
に
お
け
る
消
防
団
の
存
在
意
義

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
全

国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
自
然
災
害
を
見

る
と
多
様
化
、
広
域
化
し
、
そ
の
被
害
は

甚
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
消
防
署
と
の
連
携

　

東
御
消
防
署
と
の
連
携
は
災
害
現
場
に

お
い
て
必
要
不
可
欠
で
す
。
消
防
団
は
地

域
の
状
況
に
精
通
し
、
動
員
力
に
優
れ
て

●
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
課
　
消
防
団
係

　
☎
63

－

０
１
１
９
（
東
御
消
防
署
内
）

■
今
後
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
理
解
し
、

役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
最
大
の
効
果

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
、
実
災
害
を
想
定
し
た
実
践
型
の

合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

②
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割

　

消
防
団
員
は
地
域
住
民
の
一
員
で
も
あ

り
ま
す
。
次
代
を
担
う
世
代
と
し
て
、
地

区
の
防
災
訓
練
等
で
は
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
消
防
団
で
培
っ
た
知
識
や
技
術
を
生

か
す
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
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４
月
よ
り
、
東
御
市
消
防
団
は
新
体
制
で
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
団
組
織
の
再
編
に
は
、
各
区
役

員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
大
勢
の
方
々
の
ご
理
解
と

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
紙
面
を
お

借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
様
々
な
自
然
災
害
が
発
生

し
、
甚
大
な
被
害
と
共
に
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
災
害
が
私
た
ち
の
地
域
に
発
生

す
る
こ
と
が
十
分
想
定
さ
れ
る
中
で
、
よ
り
安
全

で
快
適
な
郷
土
を
つ
く
る
た
め
、
団
組
織
の
充
実
・

強
化
に
よ
り
消
防
活
動
を
安
全
か
つ
迅
速
な
も
の

に
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
消
防
の

精
神
に
立
ち
返
り
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り

強
固
な
も
の
と
し
、
地
域
の
防
災
力
向
上
の
一
翼

を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
団
活
動
へ
の
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
地
区
が
4
月
か
ら
新
た
に
消

防
団
組
織
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、良
い
き
っ

か
け
だ
と
思
い
、
再
編
に
先
が
け
て
、
昨
年
の
8

月
に
東
御
市
消
防
団
へ
入
団
し
ま
し
た
。

　

入
団
し
て
、
予
防
広
報
活
動
の
他
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
や
花
火
大
会
の
警
戒
な
ど
に
も
参
加
し
、

驚
く
ほ
ど
多
く
の
消
防
団
員
が
裏
方
と
し
て
地
域

を
支
え
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ド
ロ
ー
ン
の
取
り
扱
い
講
習
会
に
参
加
す
る

機
会
も
あ
り
、
最
新
鋭
の
機
体
を
操
縦
す
る
貴
重

な
経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
中
で
、
自
分
の
地
域
は
自

分
で
守
る
と
い
う
責
任
感
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
の
仲
間
と
協
力
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
安
全
と
安
心
に
陰
な
が
ら
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
御Happy

はっぴー 法被

通 信 第8号

団
長
の
こ
と
ば

地
域
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
、

安
全
・
迅
速
な
活
動
を
目
指
し
て

団
員
紹
介
団
員
の
横
顔
か
ら
消
防
団
を
紹
介
す
る

『
Ｈａｐ
ｐ
ｙ
団
員
紹
介
』

●問い合わせ先　東御市消防団（本部）　☎ 63 － 011９（東御消防署内）　

消防団長

第１分団

町田 佳彦

第５部
（白鳥台）

白石 朋之
▲文化財火災想定訓練（海野宿）

お
わ
り
に

消
防
団
員
募
集

今
後
の
予
定

あ
な
た
の
チ
カ
ラ
が
必
要
で
す
!!

　

平
成
29
年
6
月
か
ら
回
覧
板
で
ス
タ
ー
ト

し
た
消
防
団
広
報
法
被
（
ハ
ッ
ピ
ー
）
通
信

で
す
が
、
８
号
目
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
は

全
戸
配
布
、
そ
し
て
今
年
度
か
ら
は
市
報
と

う
み
に
掲
載
で
す
。
特
別
で
な
い
普
通
の
悩

め
る
オ
ジ
サ
ン
達
が
分
か
り
易
く
消
防
団
の

事
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

副
本
部
長　

岩
井 

竜
洋

　
こ
の
た
び
、
日
本
防
災
士
機
構
が
認
定

す
る
「
防
災
士
」
の
資
格
を
団
役
員
12
名

が
取
得
し
ま
し
た
。
新
た
な
知
識
を
身
に

つ
け
、
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
地
元
に
密
着
し
た
消
防
組
織

と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
入
団
資
格
】

●
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

●
年
齢
が
18
歳
以
上
の
方

※
男
女
問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
東
御
市
消
防
団
任
命
式

　

4
月
7
日
（
日
）・
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル

●
第
16
回
東
御
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　

並
び
に
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

　

6
月
9
日
（
日
）・
東
御
中
央
公
園

●
第
61
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
上
小
大
会
、

　

第
42
回
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

　

7
月
7
日
（
日
）・
東
御
中
央
公
園

ひとくち
メモ
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ケ
ア
ポ
ー
ト
の
本
格
的
な
プ
ー
ル
で
は
、

関
節
の
痛
み
・
変
形
等
と
付
き
合
い
な
が

ら
日
々
暮
ら
す
中
高
齢
の
方
々
が
、
定

期
的
な
水
中
運
動
に
よ
っ
て
関
節
や
筋

肉
、
全
身
の
調
子
が
良
く
な
る
こ
と
を
強

く
実
感
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
水
着
に
な

る
の
は
敷
居
が
高
い
、
と
い
う
方
も
地
域

に
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
た
め
、
地
域
の

身
近
な
場
で
で
き
る
健
脚
度
測
定
や
健
康

体
操
等
を
行
い
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
2
0
0
0
年
か
ら
現

在
ま
で
長
ら
く
各
区
に
お
邪
魔
し
な
が
ら
、

●問い合わせ先　☎61-6148
　

1
9
9
9
年
に
開
所
し
た
身
体
教
育

医
学
研
究
所
は
、今
年
、開
所
20
周
年
（
成

人
式
）
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ま
に
感
謝
し

な
が
ら
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
今
年
を

大
切
な
節
目
の
年
に
位
置
付
け
て
、
今
後

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

研
究
所
の
源
流
に
は
、
1
9
9
5
年

に
開
所
し
た
「
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
」
が

あ
り
ま
す
。「
ケ
ア
ポ
ー
ト
」
は
、
日
本

財
団
が
提
案
し
た
21
世
紀
型
高
齢
者
福
祉

の
モ
デ
ル
施
設
で
あ
り
、
第
3
号
の
「
み

ま
き
」
は
、
全
室
個
室
の
特
養
、
医
療
だ

け
で
な
く
保
健
・
福
祉
も
支
え
る
診
療
所
、

加
え
て
、
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
た

め
の
プ
ー
ル
も
融
合
し
た
総
合
施
設
と
し

て
、全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。プ
ー

ル
建
設
に
尽
力
さ
れ
た
東
京
大
学
の
武
藤

芳
照
教
授
（
当
時
。
現
在
は
研
究
所
名
誉

所
長
）
は
、
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト

の
充
実
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
完
成
後
も

行
政
や
施
設
と
と
も
に
様
々
な
共
同
事
業

に
取
り
組
み
、
そ
の
流
れ
か
ら
官
民
学
連

携
の
1
つ
の
形
と
し
て
地
域
密
着
型
の
研

究
所
（
し
ん
た
い
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

20
年
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら

公
益
財
団
法
人
　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
　
所
長
　
岡お

か

田だ

　
真し

ん

平ぺ
い

「
老
化
は
脚
か
ら
」
を
予
防
す
る
た
め
に

普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
実
践
可
能
な
運
動

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
中
高

齢
に
な
っ
て
か
ら
、
だ
け
で
は
な
く
、
若

い
う
ち
か
ら
も
「
ず
く
を
出
し
て
こ
ま
め

に
体
を
動
か
す
」、「
ご
自
身
の
心
身
と
向

き
合
い
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

る
」
こ
と
が
よ
り
一
層
地
域
に
根
付
く
よ

う
、
今
後
も
息
長
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
東
御
の
子
ど
も
の
元
気
な
育

ち
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
関
係
者

と
と
も
に
作
り
、
保
育
園
で
の
運
動
あ
そ

び
、
学
校
で
の
体
力
づ
く
り
支
援
等
に
も

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
東
御
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し

た
「
里
山
探
検
活
動
」
は
、
地
域
の
多
く

の
方
々
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
こ
の
地

な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
と
し
て
発

展
・
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
子
ど

も
た
ち
が
「
と
こ
と
ん
遊
び
こ
む
」
場
を

保
障
す
る
こ
と
で
、
健
や
か
な
育
ち
を
応

援
す
る
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

加
え
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
、

「
み
ん
な
の
健
康
×
ス
ポ
ー
ツ
」
実
行
委

員
会
や
と
う
み
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
と
と
も
に
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
は
じ
め

と
し
た
誰
も
が
楽
し
め
て
交
流
が
図
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
定
着
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
ふ
れ
た
、
活
力

と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

に
掲
げ
て
こ
の
た
び
策
定
さ
れ
た
東
御
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
3
つ
の
視
点
「
ス

ポ
ー
ツ
の
裾
野
を
広
げ
る
」、「
ス
ポ
ー
ツ

な
ぜ
こ
の
地
に

研
究
所
が
で
き
た
の
か
？

地
域
ぐ
る
み
で

皆
が
元
気
に
、
を
願
っ
て

の
高
み
を
目
指
す
」、「
ス
ポ
ー
ツ
で
外
か

ら
誘
う
」
を
ふ
ま
え
て
、
し
ん
た
い
は
、

今
後
よ
り
深
く
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

　

20
周
年
の
節
目
の
年
と
い
う
こ
と
で
、

毎
月
20
日
も
し
く
は
そ
の
前
後
の
日
に
、

地
域
の
方
々
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る

機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
第
一
弾
と
し
て
次
の
企
画
を
開
催
予

定
で
す
。
そ
の
後
の
企
画
も
含
め
て
ま
た

詳
細
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
皆

さ
ま
ぜ
ひ
と
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▲リニューアルしたしんたいのホームページ

毎
月
20
日
は
「
し
ん
た
い
の
日
」

【日時と場所＜予定＞】
4月20日（土）　午後3時～5時　ケアポートみまき・ふれあいホール

【講師と内容＜予定＞】
「元気に暮らし続けるための筋肉の作り方」
川上泰雄先生
早稲田大学スポーツ科学学術院・教授、ヒューマンパフォーマンス研究所・所長

「世界で勝ち抜くための筋肉の作り方」
菊池萌水選手（南相木村出身）
ショートトラック・スピードスケーター、2017全日本総合チャンピオン、早稲田大学ス
ポーツ科学研究科大学院生
※オリジナルの健康体操の実技体験も予定しています。

【申し込み・問い合わせ先】 （公財）身体教育医学研究所　☎61-6148

今、改めて「筋肉」を学ぶ！
～筋肉研究の第一人者とトップアスリートをお招きして～
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〈平成31年₃月31日付で転任された先生〉

（敬称略）

〈平成31年₄月₁日付で着任された先生〉

滋野小学校 小
こ

池
いけ

　勲
いさお

　校長
 （信州大学教育学部附属長野小学校副校長へ）

東部中学校 宮
みや

坂
さか

　博
ひろ

喜
き

　教頭
 （下諏訪町立下諏訪中学校校長へ）

北御牧中学校 駒
こま

村
むら

　久
ひさ

登
と

　教頭
 （長野市立信更中学校教頭へ）

田中小学校 渡
わた

辺
なべ

　誠
まこと

　教頭
 （飯綱町立牟礼小学校教頭へ）

祢津小学校 駒
こま

津
つ

　美
み

恵
え

　教頭
 （長野市立三輪小学校教頭へ）

北御牧小学校 新
あら

井
い

　重
しげ

徳
のり

　教頭
 （須坂市立豊洲小学校教頭へ）

滋野小学校 吉
よし

澤
ざわ

　基
もとい

　校長
 （佐久市教育委員会主幹指導主事から）

東部中学校 北
きた

村
むら

　聡
さとし

　教頭
 （長野市立東部中学校教諭から）

北御牧中学校 長
は

谷
せ

　義
よし

博
ひろ

　教頭
 （小諸市立小諸東中学校教諭から）

田中小学校 水
みず

沢
さわ

　博
ひろ

昭
あき

　教頭
 （中川村立中川中学校教頭から）

祢津小学校 町
まち

田
だ

　達
たつ

彦
ひこ

　教頭
 （上田市立神川小学校教頭から）

北御牧小学校 鶴
つる

田
た

　孝
こう

一
いち

　教頭
 （御代田町立御代田中学校教諭から）

市内小中学校の校長・教頭の人事異動紹介

田中小学校 滋野小学校 祢津小学校 和小学校 北御牧小学校 東部中学校 北御牧中学校

校 長 荻
おぎ

原
はら

　敏
とし

行
ゆき

吉
よし

澤
ざわ

　　基
もとい

塚
つか

田
だ

　直
なお

道
みち

小
こばやし

林　政
まさ

徳
のり

浅
あさ

野
の

　真
ま

澄
すみ

牛
うし

越
こし

　秀
ひで

人
と

石
いし

神
がみ

　王
きみ

貴
たか

教 頭 水
みず

沢
さわ

　博
ひろ

昭
あき

関
せき

口
ぐち

　順
じゅんこ

子 町
まち

田
だ

　達
たつ

彦
ひこ

木
き

次
つぎ

　美
み

穂
ほ

鶴
つる

田
た

　孝
こう

一
いち 坂

さか

戸
と

　晴
はる

俊
とし

北
きた

村
むら

　　 聡
さとし 長

は

谷
せ

　義
よし

博
ひろ

平成31年度 市内小中学校 校長 ・教頭一覧

※東部中学校は教頭2人制です。

▲滋野小学校 ▲田中小学校

▲北御牧中学校 ▲東部中学校 ▲北御牧小学校

▲和小学校 ▲祢津小学校

祝 

小
中
学
校
卒
業
式

　

市
内
で
は
3
月
14
日
に
中
学
校

で
、
15
日
に
は
小
学
校
で
卒
業
証

書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
小
学
校
２
７
８
人
、

中
学
校
２
７
７
人
で
し
た
。
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　地
域

おこ
し協力隊が行

く！

「教える」「伝える」
ゾニーの窓 vol.3

　この「ゾニーの窓」を始めた理由は“私の経験、
学んだ事をお伝えしたい”という思いと“自分自
身の成長”の為です。人に伝えようと思うと学
んだ事を振り返り、正確な情報かしっかり調べ、
考えて文章にし、出来上がる頃には深い学びを
得ている…アウトプットすることは最大のイン
プットなんですね。
　先日、元オリンピック選手の話を聞く機会
があり「成長した理由は？」という質問に対して

「後輩に教えたから」とおっしゃっていました。
教える事で一緒に基本を見直しながら丁寧に
実施をすると自分のパフォーマンスも見直す事
になり結果、成長している
という訳です。
　人に「教える」「伝える」
事は自身の成長に繋がり
ます。簡単な事でもいいの
で、伝えてみてください。新
しい発見やひらめきがあ
るかもしれませんよ。

Vol.23

April 2019

2019の新隊員は、ワイン女子♪

観光プロモーション支援担当のふたりは続投！

ゆく人、くる人。2018卒業隊員と2019新隊員
2018の卒業生は、民泊の管理人さんに♪

　新しく地域おこし協力隊として着任しました、和田寛子
です。４月11日にオープンする「ワイン&ビアミュージアム」
でコンシェルジュとして仕事をさせていただきます。
　海外での教員生活が長いのですが、昔から（20歳を過
ぎてから）大好きだったワインに関わる仕事をする為、帰
国後は東京にあるワインの輸入会社に転職をし営業をして
おりました。『日本人はワインを飲むとき緊張しているよね』
と、フランスの生産者が言っ
ているのを聞いて、確かにそ
うだな、と思いました。とりあ
えずビールならぬ「とりあえず
ワイン」と言えるくらい身近な
ものになってくれると嬉しいで
す。一緒に楽しく飲んで食べ
て、日本ワイン、東御ワイン
を盛り上げていきたいです。

　田中駅の観光情報ステーションにて、
東御市へご来訪された方への観光のご
案内など、東御市の魅力発信をさせて
いただきました。これからも、東御市
産の食材やワイン・ビールなどの魅力を
多くの方に知っていただけるよう頑張リ
ます。（大久保真平さん）

　まだまだ知らないことも多いですが、
地域の皆さんにも楽しんでいただけるよ
うな観光地域づくりに取り組み、沢山
の人に東御の良さを知っていただけるよ
う、情報発信やイベント、ツアーを行っ
ていきたいと思います！（山本恵子さん）

　３月に卒業した福田明日実さんは、和の田沢地区で民泊「清水
さんの家」の管理人になります。
　「まだ建物以外は手付かずですが、立派なくるみの木、畑や田
んぼ、大きなガレージなど、楽しいことに活用出来そうな物が沢
山。まずは鶏小屋を作るぞー！　各種イベントも毎月開催。写経
写仏体験、バレエ・ストレッチ、点描画やワインコルクのスタンプ
を製作するアート体験などなど。
　４月のスペシャルイベントは「きのこさんのいえ in 清水さんの
家」。みんなで原木にきのこの菌打ちをした後、去年仕込んだし
いたけを収穫。それを炭火で炙ったら生ビールで乾杯です！
　どなたでも参加 OK。見学も大歓迎です。」
　清水さんの家 minpaku@tazawamura.co.jp

東御市facebookの更新も協力隊のお仕事！
【２月の注目記事】１位：NHK にっぽん縦断こころの旅、
お手紙を書いて火野正平さんに来てもらおう。２位：布引
観音温泉の親子イベント。３位：東京・青山マルシェで、
東御のパン＆クルミを販売。
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こ
の
地
域
づ
く
り
は
、
あ
く
ま
で
も
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
考
え
の
も
と

に
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
し
や
活
用
、
地

田
中
地
区

　
田
中
地
区
地
域
づ
く
り
の
会

　
（
平
成
28
年
８
月 

発
足
）

　

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
、歴
史
散
策
、ハ
ロ
ウ
ィ

ン
イ
ベ
ン
ト 

な
ど

滋
野
地
区

　
し
げ
の
里
づ
く
り
の
会

　
（
平
成
25
年
5
月 

発
足
）

　

通
学
合
宿
、
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ 

な
ど

祢
津
地
区

　
祢
津
地
域
づ
く
り
の
会

　
（
平
成
26
年
10
月 

発
足
）

　

東
部
湯
の
丸
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
直

売
、
カ
ル
タ
大
会
、
名
所
ガ
イ
ド
冊
子

の
作
成 

な
ど

和
地
区

　
和
地
域
づ
く
り
の
会

　
（
平
成
28
年
12
月 

発
足
）

　

湯
楽
里
ロ
ー
ド
の
花
壇
整
備
、
和
学
校

記
念
館
の
周
辺
清
掃 

な
ど

北
御
牧
地
区

　
御
牧
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会

　
（
平
成
26
年
９
月 

発
足
）

　

北
御
牧
庁
舎
の
「
市
民
交
流
サ
ロ
ン
」

を
拠
点
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
天

空
の
芸
術
祭 

な
ど

域
課
題
の
集
約
と
解
決
、
ま
た
地
区
の
将

来
像
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
、
住
民
み
ん

な
で
考
え
進
め
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

そ
の
た
め
、
行
政
は
こ
の
取
り
組
み
の
下

支
え
と
し
て
人
的
支
援
と
財
政
支
援
を
行

い
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
前
進
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　

各
地
区
に
は
、
各
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
事
務
局
支
援
等
を
行
う
「
地
域
づ
く
り

支
援
員
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
職
員
を
地
区
担
当
の
「
地
域
づ
く
り
サ

ポ
ー
タ
ー
」
に
任
命
し
、
地
域
づ
く
り
・

移
住
定
住
支
援
室
と
と
も
に
、
地
域
と
行

政
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
対
し
て
、
地

域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
活
動
財
源
と
し
て
「
小
学
校
区

単
位
の
地
域
づ
く
り
推
進
交
付
金
」
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
づ
く
り
を
通
じ
て
、
区
や
地

域
づ
く
り
協
議
会
等
の
市
民
活
動
団
体
と

行
政
が
「
協
働
」
し
て
地
域
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民
と
行
政
が
共

に
考
え
、
共
に
歩
む
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
通
信
2019年
4月号

　

現
在
、
小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
組
織

（
総
称
し
て
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
と

い
う
。）
が
、
市
内
全
５
地
区
に
発
足
し
、

各
地
区
独
自
の
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
将
来
像
や
方

向
性
を
示
し
住
民
の
皆
さ
ん
で
共
有
す

る
「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
が
行
わ
れ
、

実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
地
域
の
連
帯
意
識
の
希

薄
化
な
ど
社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

主
体
と
な
っ
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
学
校
区
と
い
う
身
近
で
住

民
の
連
帯
感
が
共
有
で
き
る
地
区
を
単
位

と
し
て
、
区
で
は
解
決
で
き
な
い
地
区
の

課
題
や
将
来
像
、
地
区
全
体
を
総
括
す
る

組
織
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
や
地
域

の
市
民
活
動
団
体
が
連
携
し
自
ら
が
考
え

行
動
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

小
学
校
区
単
位
の

　
　
　
地
域
づ
く
り
と
は

●
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
づ
く
り
・
移
住
定
住
支
援
室

　

☎
71

－

６
７
９
０

市
の
支
援

目
指
す
姿

人
的
支
援

財
政
支
援

小学校区単位の
地域づくりの話し合いの場

連 
携

小学校区（地区）の主な地域団体

協 働
行政（市）

地域課題の解決
地区の将来像の検討

活性化イベントの実施
など

交通安全
協会

保健
補導員会高齢者クラブ

活性化研究
委員会

生涯学習まちづくり
推進協議会

育成会

商工会

区会長

その他

消防団

分館長会

PTA

各
地
区
の
主
な
取
り
組
み
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まるごと生活百科

国 民 年 金 アドバイス

4月の納税 （納期限 5 月7日）

・固定資産税・都市計画税（1期）

固定資産税の賦課期日は
1月1日です

　固定資産税は、毎年1月1日 ( 賦課期日 )時点で土地・家屋・
償却資産を所有している方に課税される税金です。1月2日
以降に家屋の取り壊しや所有権の移転を行った場合でも、そ
の年の4月1日から始まる年度分の固定資産税は課税される
ことになります。

　今年の1月5日に市内に所有していた家屋を取り壊し
たのですが、4月に届く納税通知書を確認したところ、

この家屋についても課税されていました。なぜでしょうか。

　お問い合わせの家屋については、1月1日 ( 賦課期日 )
時点で取り壊されていなかったため、今年度分について

は固定資産税が課税されることになります。

　所有している土地を今年の３月に売却しました。今年
度分の固定資産税の納税通知書は新しい所有者に送付し

て欲しいのですが。

　地方税法上の納税義務者は、1月1日 ( 賦課期日 )時点
の所有者の方となりますので、新しい所有者の方に対し

納税通知書を送付することはできません。
そのため、土地を売却した新しい所有者の方とお話し合いの
上、納付をお願いします。

Q

Q

A

A

事 例 1

事 例 2

　6カ月分・1年前納用の納付書は、4月上旬に郵送されます。
なお、今年度分から2年前納を希望する場合は、本年4月末
日までに年金事務所へお申し込みください。
　また、年度途中で新たに国民年金第1号被保険者になった
方も、任意の月分から当年度末または翌年度末までの分を現
金（納付書）納付でまとめて前納することも可能です。（割
引あり）この場合、専用の納付書が必要となりますので、年
金事務所までお問い合わせください。

●6カ月（平成31年4月～ 9月分）・1年前納・2年前納は、平
成31年5月7日まで

●6カ月（平成31年10月～平成32年3月分）前納は、平成
31年10月31日まで

　国民年金保険料を、一定期間まとめて納付（前納）すると、
お得な割引があります。納付方法は、現金（納付書）納付の
ほかに、口座振替、クレジットカード納付があります。

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　☎0267－22－1080
　市民課　国保年金係　☎75－8810

現金による前納について

納付期限について

平成31年度における国民年金保険料の前納額

納付方法 6カ月分 1年分 2年分

現金納付（月々） 98,460円 196,920円 395,400円

現金納付（前納）
【割引額】

97,660円
【800円】

193,420円
【3,500円】

380,880円
【14,520円】

口座振替（前納）
【割引額】

97,340円
【1,120円】

192,790円
【4,130円】

379,640円
【15,760円】

平成３1年度の国民年金保険料は、

　　月額 １６，41０円（年額 １９6，920円）
　　（平成32年度　月額 16,540円）

注１）	クレジットカード納付による割引額は、現金納付と同額です。	
注２） 口座振替・クレジットカード納付による平成31年４月からの前納（２年

分、１年分、６カ月分）の新規申し込みは２月末で受付を終了しました。

●問い合わせ先　税務課　資産税係　☎64－ 5877

ワンポイントメモ税

４月号から市報とうみが変わりました
　市では昨年12月、市民ニーズに対応した広
報紙をつくるため、「市報とうみ」合冊と紙面
について市民の方へアンケートを行いました。
広報モニターを含む10件のご意見をいただき、
「１日号はまとめた方がよい」「本紙とお知らせ
版の開き方を同じにしてほしい」「文章の簡素
化に賛成」等の内容でした。
　それを踏まえ、ページ数の削減や分かりやす

いお知らせ記事を目標にレイアウトの見直しを
行い、４月１日号から本紙とお知らせ版を合冊
し、16日号のお知らせ版は、本紙と同じ右開
きへ変更しました。
　また、７月頃を目安に変更となった紙面につ
いて、よりよい紙面になるよう意見募集を行い
ますので、４月号～６月号をご覧いただき、市
民の皆さまのご意見をお寄せください。
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　豪雨災害などの影響から、住宅の屋根や床下、外壁などの
点検の需要が高まっています。それに伴い、全国の消費生活
センターに寄せられる相談の中でも悪質な点検商法に関する
相談が増加しています。「このままでは大変なことになる」
などと不安をあおる商法で、注意が必要です。

　他県に住む息子がチラシを見て、屋根の点検を事業者に依
頼した。チラシには「屋根の点検無料」などと書かれていた
が、実際には高額な契約を結ばされた上、事業者は粗雑な工
事を行い、状況が悪化してしまった。

◆その場で契約しないようにしましょう
　点検や工事を依頼する場合、後で契約書を読んでみると、
話と全く違う内容だったというトラブルが増えています。
複数の事業者から見積もりをとるなど、慎重に契約してく
ださい。また、家族や周りの人に立ち会ってもらうことも
大切です。

◆不要な勧誘はきっぱり断りましょう
　一度話を聞いてしまうと、セールストークにのせられ、
断りづらくなってしまいます。不要な勧誘や点検はきっぱ
り断ることが大切です。一人で考えるより、まずは誰かに
相談しましょう。

悪質な点検商法に注意
消費生活ガイド

●問い合わせ先
◦東御市消費生活センター　☎ 75 －2410
◦生活環境課　生活安全係　☎ 64 －5896
◦消費者ホットライン　　　 ☎ 188

事　　　例

ご 芳 志
　ご寄附いただき、ありがとうございました。厚くお礼申し上
げます（平成31年２月に寄附をいただいたものです）。
〈企業版ふるさと寄附金〉
（東御市湯の丸高原魅力ジャンプ・アップ・プロジェクト）
◦㈲新工　様（100万円）
〈一般寄附金〉
（湯の丸高原高地トレーニング施設整備事業に対する寄附）
◦匿名　様（100万円）
（市長に一任）
◦匿名　様（50万円）
　上記掲載については、同意をいただいた事項のみ掲載
しています。

●問い合わせ先
　企業版ふるさと寄附金
　　　　　　　企画振興課　　　　　　☎ 64 － 5893
　一般寄附金　総務課　財政係　　　　☎ 64 － 5901

おいしいヘルシークッキング 143

パンプキンサラダ
（1人分：エネルギー136kcal・塩分0.5g）

かぼちゃ	..................... 200g
　		塩	..................小さじ1/5
　		レモン汁	............小さじ2
きゅうり	.......... 1/4本（20g）
ロースハム	......... 2枚（25g）
干しぶどう	...............大さじ２
くるみ	.......................... 10g
　		プレーンヨーグルト	. 30g
　		マヨネーズ	............. 10g
　		こしょう	..................少々
レタス	...........................適量

材　料（4人分）
❶かぼちゃはひと口大に切って
ゆでる。熱いうちにＡを順に振り
かけて冷ます。
❷きゅうりは２～３㎜幅の輪切り
にする。
❸ロースハムは食べやすい大き
さに切り、干しぶどうは洗って水
気を切る。くるみは刻む。
❹ボールにＢを合わせたソース
を作り食べる前に①、②、③を加
えてさっくりと混ぜ、レタスを敷
いた器に盛る。

作り方

ポイント
　ヨーグルトを
使うとマヨネー
ズの量を減らせ
ます。

A

B

市報とうみに掲載する広告を募集します
市では、地域経済の活性化と自主財源の確保を目指すため、有料広告を募集します。
皆さまの事業PRにご活用ください。
※広告の内容が、東御市広告掲載要綱等の規定に基づかないものは、申し込みができませんので
　ご了承ください。

企画振興課　広報統計係　☎64－5806問い合わせ先
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1歳の誕生日おめでとう！
（4月生まれ）とうみっ子!!す す 育

く く て

依
よ

田
だ

　櫂
かい

里
り

くん（県）
（H30.4.3生）

柳
やなぎさわ

澤　あおいちゃん（加沢）
（H30.4.9生）

伊
い

野
の

　葵
あおい

ちゃん（本海野）
（H30.4.22生）

永
なが

井
い

　暁
あき

翔
と

くん（日向が丘）
（H30.4.24生）

市
いち

村
むら

　陽
ひな

汰
た

くん（金井）
（H30.4.28生）

加
か

藤
とう

　萌
ほ

丘
おか

ちゃん（県）
（H30.4.1生）

松
まつ

澤
ざわ

　茉
ま

央
ひろ

ちゃん（西海野）
（H30.4.7生）

佐
さ

藤
とう

　一
いち

華
か

ちゃん（片羽）
（H30.4.17生）

神
かんばやし

林　奏
そう

多
た

くん（中屋敷）
（H30.4.24生）

西
にし

尾
お

　悠
ゆう

佐
すけ

くん（加沢）
（H30.4.24生）

佐
さ

藤
とう

　光
みつ

記
き

くん（海善寺）
（H30.4.28生）

櫂里、1 歳おめでとう♥
なんでも全力、やんちゃボーイ！！
いつも笑いをありがとね♪

あおいちゃん１歳のお誕生日おめ
でとう。素敵な笑顔でいつもまわ
りを幸せにしてくれてありがとう。
これからも姉妹仲良く、元気に
育っていってね！

あおちゃん♥ 1 歳のお誕生日おめ
でとう
たくさん遊んで、たくさん笑って、
元気いっぱいに育ってね★

あっくん、お誕生日おめでとう★
いつもニコニコ笑顔で家族みん
な癒されてるよ♥
お姉ちゃんと仲良く元気に育って
ね♪

１歳のお誕生日おめでとう！お日
様みたいに明るい笑顔の陽汰が
皆大好きです。
これからも元気いっぱい大きく
なってね。

ほおちゃん 1 歳のお誕生日おめで
とう♥いつもニコニコのほおちゃ
んが大好き！これからも家族みん
な笑顔でいようね (^^)

まーちゃん、1 歳の誕生日おめで
とう♪
元気に育ってくれてありがとう。
たくさんお出かけしようね♥♥
大好きだよ♥

家族みんなを笑顔にしてくれる
いっちゃん♥みーんないっちゃん
のことが大好きだよ！お誕生日お
めでとう！

1 歳のお誕生日おめでとう♥
いつもニコニコでマイペースなそ
うちゃん
元気いっぱいのびのびと育ってね
♥

ゆうちゃん、お誕生日おめでとう！
甘えん坊でよく笑うゆうちゃん
お兄ちゃんと兄弟仲良しでいてね

★お誕生日おめでとう★
みっくんの笑顔に毎日癒されてる
よ☆いっぱい遊んでたくさん食べ
て元気に大きく育ってね♥

　住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・
TEL・コメント50字程度を添えて、shiho-tomi@city.
tomi.nagano.jpへメールいただくか、現像した写真（う
らに氏名を記入）を企画振興課広報担当までお送りくださ
い。締め切りは、4月8日（月）必着。※原則、毎月８日が締
め切りとなります。

（対象者 5 月生まれの 1
●

 歳）☆募集します！！☆
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　JICAが実施する国際協力中学生・高校生エッセイコンテス
ト2018において、青

あお

木
き

緋
あか

音
ね

さん（北御牧中）が最優秀賞の文部
科学大臣賞を受賞し、₂月25日、市長へ受賞報告を行いました。
　受賞した「一本の糸が切れないように」という作品は、中学
生の部37,748点の中から選ばれ、衣類の生産のため学校に行け
ず、子どもが働いている現状と過酷さについて描かれました。
　青木さんは、作品の背景や自分の感じたことを話し、将来の
夢として「世界中の貧困者を助けられるようになりたい」と語
りました。

JICA作文コンクールで
市内中学生が最優秀賞受賞

　₃月₈日、東御市消防団島川原部に在籍する小
こ

山
やま

公
きみ

男
お

さんが
入団以来35年の功績が認められ、消防庁から永年勤続功労章
の表彰を受けました。
　小山さんは、昭和59年に18歳のとき旧北御牧村消防団に入団
し、現在もラッパ吹奏やポンプ操法、予防広報など消防団活動
に従事され、市内では平成23年以来₂人目の受章となります。
　永年の消防団活動を振り返り小山さんは、「地域から消防団
の役割が期待されている。これからも団員と協力して活動した
い」とこれからの活動にも意欲を見せました。

永年地域に貢献
消防団在籍35年で表彰

で
き
ご
と
短
信

▲受賞した作品について話す青木さん

▲受章式のようす

　東御清翔高等学校₃年生がオリジナルの婚姻届を作ろうと実行委員
会を立ち上げ、ワークショップでデザイン案を考え、₂月に市民投票
を行い、₃月20日、投票結果に基づいた₂案を市長に提案しました。

　生徒たちは、₂案のベースとなった東御市の良いところ
や特産品、苦労した点などを花岡市長に報告。生徒らは「オ
リジナルデザインで結婚を彩りたい」と市における採用を
期待しています。
　市では、今回の提案を受け、東御市オリジナル婚姻届と
しての検討をしていきます。

オリジナル婚姻届
東御清翔高等学校有志が提案

▲市長報告のようすと
　₂つのデザイン案
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I・J・U
楽しんで
　ます！！
　東御市へ来た方、戻って
きた方から、選んだ理由や
魅力を紹介します。

とうみ

ぐらし

い

じゅ

う
市 報

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）とさせていただきます。
　なお、問い合わせ先の市外局番（0268）は省略しています。

市のデータ

市内交通事故統計 2月分
平成31年 2月28日現在

当月分 累　計
（注1）

前年比

件 　 数 15件 18件 − 2件

傷 　 者 17名 20名 − 7名

死者（注2） 0名 0名 ±0名

（注1）平成31年１月からの累計
（注2）事故発生後24時間以内の死者数

＝ 2月の火災・救急件数＝

火災 0件（ 1件）
救急 97件（222件）

※カッコ内は平成31年1月からの累計

とうみの気象記録
（観測地点：東御消防署）

こちら119（東御消防署）人の動き（3月１日現在）

平成31年 2月 平成30年 2月

最高気温 14.6℃（07日） 12.5℃（27日）

最低気温 −8.8℃（02日）−10.2℃（09日）

平均気温 1.7℃　 −0.2℃

降 水 量 5.5㎜ 5.5㎜

※平成27年11月分から新しい観測システムによる
データを掲載しています。

※カッコ内は前月対比
資料:住民基本台帳 東御消防署　☎62－ 0119

たき火を実施する際は消防署へ連絡し、 
必ず消火のできる準備をしましょう。

世帯数
	12,033世帯（＋ 8）
総人口
	 30,200人（−30）
男	14,913人（−11）
女	15,287人（−19）

転入	 68人
転出	 91人
出生	 14人
死亡	 28人
その他	7人増
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集
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東
御
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企
画
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企
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興
課

●	
印
刷
／
㈱
ア
オ
ヤ
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印
刷

平
成
31
年
4
月
1
日
発
行

編 集 後 記
　表紙は北御牧保育園卒園式。各
保育園の園児たちはいろいろな行
事で伺うと、「カメラマン～！」
と私のところに駆け寄ってくれま
した。年少、年中、年長と取材を
させて（一緒に遊んで？）もらっ
た園児の卒園に私も特別な気持ち
でした。
　さて、私もこの度広報担当を卒
業となりました。この３年間で誤
字や分かりにくい表現など、読み
やすい広報紙では必ずしもなかっ
たかもしれません。至らぬ中で、
広報担当として頑張ってこられた
のは、気さくに写真撮影や取材に
応じてくださった皆さまのおかげ
です。本当にありがとうございま
した。担当がかわっても引き続き
市報とうみをよろしくお願いしま
す!!	 （市報担当　長岡）

今
月
は
、
市
内
で
民
泊
施
設
を
営
む
宮
下
広
将
さ
ん

に
東
御
市
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。
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移
住
す
る
前
の
最
後
の
5
年
間
は
、
陽
の
あ
た
ら

な
い
部
屋
で
し
た
。
次
に
住
む
場
所
は
も
っ
と
陽
の

あ
た
る
場
所
に
し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

　

東
御
の
好
き
な
所
は
晴
れ
が
続
く
陽
の
あ
た
る
場

所
で
す
。
こ
の
広
々
と
し
た
空
、
晴
れ
が
続
く
気
候

の
お
か
げ
か
、
地
元
の
方
も
先
輩
移
住
者
も
カ
ラ
ッ

と
し
た
気
持
ち
良
い
方
が
多
い
気
が
し
ま
す
。

　

畑
と
家
を
お
借
り
し
て
東
御
に
移
住
し
た
の
は

2
0
1
7
年
。
大
家
さ
ん
同
意
の
元
、
築
1
0
0
年

の
古
民
家
を
民
泊
施
設
『
お
み
や
ど
』
と
し
て
開
業
。

国
内
外
の
旅
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
市
町
村
の
皆

さ
ん
に
も
宿
泊
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
少
し
ず
つ
お
客
様
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
畑
は

自
然
農
法
を
学
び
な
が
ら
様
々
な
作
物
を
育
て
て
い

ま
す
。
畑
作
業
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
そ
れ
も
ま
た
全
部
楽
し
み
な
が
ら
《
農

の
あ
る
暮
ら
し
》
を
訪
れ
た
お
客
さ
ん
に
伝
え
て
い

ま
す
。

　
父
は
上
田
市
出
身
。
私
自
身
は
生
ま
れ
も
育
ち
も

横
浜
で
す
。

　
幼
少
期
よ
り
家
族
と
訪
れ
て
い
た
こ
の
地
。
夏
の

空
気
感
、
お
ば
ち
ゃ
ん
が
く
れ
た
甘
い
桃
や
り
ん
ご
、

冬
の
雪
山
遊
び
、
大
き
く
流
れ
る
千
曲
川
、
遠
く
見

渡
せ
ば
続
く
山
並
み
。
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
変
わ
ら
ぬ
景
色
、
変
わ
ら
ぬ
味
が
あ
る
か
ら
こ

そ
帰
っ
て
き
た
い
場
所
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
御

で
育
っ
た
子
ど
も
達
が
都
会
に
憧
れ
て
出
て
行
っ
て

も
、
や
は
り
東
御
が
最
高
だ
な
と
帰
っ
て
き
た
く
な

る
場
所
と
し
て
自
然
景
観
と
食
文
化
を
残
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
現
在
は
東
御
市
移
住
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
1
人

と
し
て
移
住
相
談
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
移
住
希
望
で
来
ら
れ
た
方
で
、
古
民
家
に
住
み
た

い
、
畑
を
や
っ
て
み
た
い
。
そ
ん
な
声
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
で
は
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
で
あ

ろ
う
空
き
家
と
耕
作
放
棄
地
。
こ
の
両
者
を
結
ぶ
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
畑
と
家
を
継
い
で
い
く
移

住
者
を
増
や
す
た
め
《
旅
か
ら
始
ま
る
移
住
の
ス
ス

メ
》《
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
》
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏

む
移
住
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
古
き
良
き
も
の
と
新

し
い
感
覚
の
混
ざ
り
合
う
東
御
の
ま
ち
。
マ
イ
ナ
ー

だ
か
ら
こ
そ
の
暮
ら
し
の
良
さ
が
こ
こ
に
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

宮
みや
下
した
　広

ひろ
将
ゆき

さん
（海善寺）

出身地： 神奈川県横浜市
 Ｉターン

とうみの好きな所は？Q


